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に

0
『
幽
学
全
書
完
』
と
『
幽
学
全
集
』

②
こ
れ
ま
で
の
研
究

③

所
収史
料
の
検
討

おわ
り
に

［論
文
要
旨
］

　
本稿
は
原
典
史
料
の
検
討
を
中
心
と
し
た
史
料
論
的
考
察
で
あ
る
。
千
葉
県
東
総
地
域
を
舞
台
に
　
　
　
府
し
た
の
が
嘉
永
五
年
十
月
で
あ
る
。
こ
の
召
喚
の
際
に
証
拠
書
類
が
提
出
さ
れ
た
。
判
決
が
下
っ

活
動
し
た
農
村
指
導
者
大
原
幽
学
、
彼
に
関
す
る
研
究
は
そ
の
多
く
が
『
幽
学
全
書
』
『
幽
学
全
集
』
　
　
　
た
安
政
四
年
に
は
返
却
さ
れ
村
に
持
ち
帰
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
う
ち
の
数
点
が
特
別

に
依
拠
し
て
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
ま
た
そ
の
こ
と
が
要
因
と
し
て
事
件
発
生
時
期
の
事
実
誤
認
　
　
　
　
に
ま
と
め
て
残
さ
れ
現
在
ま
で
伝
わ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
幽
学
の
門
人
た
ち
を
し
て
、
も
っ
と
も

や
、
読
み
違
い
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
要
な
書
類
と
認
識
さ
れ
た
自
筆
稿
本
、
そ
れ
が
奉
行
所
本
で
あ
る
。
つ
ま
り
幽
学
の
核
を
な
す
基

　刊
行
か
ら
半
世
紀
を
過
ぎ
て
な
お
、
幽
学
研
究
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
の
「
聖
典
」
を
、
そ
　
　
　
　
礎
資
料
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

の

収
録著
作
類
を
点
検
す
る
こ
と
で
、
底
本
と
し
て
の
「
全
書
」
「
全
集
」
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
抱
　
　
　
　
　
「
幽
学
全
書
』
「
幽
学
全
集
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
史
料
を
、
奉
行
所
本
九
冊
と
現
存
す

え
る
問
題
を
僅
か
で
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
遺
稿
を
含
め
、
再
度
検
討
し
現
在
の
視
点
で
そ
の
成
り
立
ち
を
捉
え
な
お
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　こ
れ
ま
で
祖
上
に
載
せ
ら
れ
る
こ
と
が
稀
で
あ
っ
た
「
奉
行
所
本
」
と
よ
ば
れ
る
稿
本
類
が
再
発

見さ
れ
た
。
関
東
取
締
出
役
の
手
先
が
、
幽
学
の
教
導
所
で
あ
る
改
心
楼
に
押
し
入
る
と
い
う
「
牛

渡村
一
件
」
が
起
こ
っ
た
の
が
嘉
永
五
年
四
月
、
幽
学
と
門
人
た
ち
が
銚
子
本
城
村
で
関
東
取
締
出

役
の吟
味
を
う
け
た
後
、
上
部
機
関
で
あ
る
勘
定
奉
行
所
に
差
出
に
な
り
、
幽
学
が
召
喚
さ
れ
て
出

7
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は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、
幽
学
の
基
礎
資
料
の
検
討
を
目
的
と
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
ふ

ま
え
、
特
に
幽
学
研
究
を
す
る
際
に
必
ず
使
わ
れ
る
『
幽
学
全
書
』
『
幽
学
全
集
』
に

収
め

ら
れ
て
い
る
資
料
を
対
象
と
し
て
、
各
文
書
の
出
典
、
成
立
時
期
、
所
蔵
先
、

伝
来
を
再
度
検
証
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
今
回
の
東
総
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
研
究
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
す
で
に

高
橋
敏
氏
が
「
大
原
幽
学
と
改
心
楼
乱
入
事
件
ー
「
牛
渡
村
一
件
」
の
真
相
ー
」
に

て
、
事
件
発
生
時
期
の
事
実
誤
認
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
原
因
は
「
幽
学

研
究
の
多
く
が
原
典
の
如
く
利
用
し
て
い
る
先
行
研
究
、
田
尻
稲
次
郎
（
実
際
は
高

木
千
次
郎
の
編
）
『
道
徳
経
済
調
和
之
大
恩
人
農
村
経
営
上
未
聞
之
偉
績
　
幽
学
全

書
　
完
』
（
大
正
書
院
、
一
九
一
六
年
）
〔
「
全
書
」
と
よ
ば
れ
る
〕
に
あ
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
ユ
　

考
え
ら
れ
る
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。
刊
行
か
ら
半
世
紀
を
過
ぎ
て
か
ら
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
の
「
聖
典
」
を
、
そ
の
個
々
の
収
録
著
作
類
を
点
検
す
る
こ
と
で
、

現
在
の
視
点
で
そ
の
成
り
立
ち
を
捉
え
な
お
し
僅
か
で
も
齪
酷
を
確
認
し
て
い
こ
う

と
す
る
の
が
本
稿
の
意
図
で
あ
る
。
つ
ま
り
原
典
史
料
の
検
討
を
中
心
と
し
た
史
料

論
的
考
察
で
あ
る
。
底
本
と
し
て
の
「
全
書
」
「
全
集
」
が
抱
え
る
問
題
を
僅
か
で

も
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
研
究
へ
の
端
緒
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
調
査
が
行
き
届

か
な
い
部
分
は
諸
方
か
ら
ご
叱
責
を
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。

0
『
幽
学
全
書
完
』
と
『
幽
学
全
集
』

　
幽

学
研
究
の
も
っ
と
も
初
期
の
段
階
で
刊
行
さ
れ
た
の
が
「
子
爵
　
法
学
博
士

田
尻
稲
次
郎
編
纂
」
の
『
幽
学
全
書
』
（
初
版
は
明
治
四
十
四
年
〈
一
九
一
一
〉
七

月
に
発
行
、
こ
こ
で
引
用
し
て
い
る
の
は
大
正
二
年
八
月
の
再
版
本
）
で
あ
る
。
全

五
六
六

頁
に
わ
た
っ
て
幽
学
の
業
績
と
史
料
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
全
書
」

に
は
、
幽
学
の
著
と
し
て
「
微
味
幽
玄
考
」
「
道
徳
百
話
」
「
分
相
応
」
「
発
教
録
」

「
口

ま
め
草
」
「
残
す
言
葉
集
」
等
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
冒
頭
の
「
第
一
巻
　
事
績
」

（高
木
千
次
郎
に
よ
る
）
に
は
、
文
中
で
各
種
短
文
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
こ
れ
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
『
道
徳
経
済
調
和
之
大
恩
人
農
村
経
営
上

未
聞
之
偉
績
　
幽
学
全
書
　
完
』
が
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
四
月
に
出
さ
れ
て
い

る
。
現
在
に
お
い
て
は
、
「
全
書
」
は
原
典
が
希
少
本
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
使
わ

れ

る
の
は
こ
ち
ら
の
増
補
版
「
全
書
」
の
方
で
あ
る
。
前
出
の
も
の
に
加
え
て
、
幽

学
の

日
記
や
門
人
ら
に
よ
る
記
録
「
聞
書
集
」
「
義
論
集
」
「
道
友
列
伝
」
等
の
史
料

が
追
加
さ
れ
、
「
幽
学
全
書
総
目
録
」
六
六
三
頁
、
「
幽
学
全
書
附
録
」
三
五
一
頁
の

前
後
編
か
ら
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
「
全
書
」
の
頁
は
こ
の
前
後
で
わ
か
れ
て
い
る

た
め
、
以
後
「
幽
学
全
書
総
目
録
」
を
前
、
「
幽
学
全
書
附
録
」
を
後
と
し
て
頁
数

を
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
幽
学
研
究
の
基
礎
史
料
集
と
な
っ
て
い
る
の
が
千
葉
県
教
育
会

編

『大

原
幽
学
全
集
』
（
昭
和
十
八
年
〈
一
九
四
三
〉
二
月
発
行
　
十
二
月
再
版

昭
和
四
十
七

年
十
月
復
刻
）
で
あ
る
。
そ
の
巻
頭
の
「
編
纂
に
就
て
」
で
「
田
尻
博

士
が
以
上

二

回
に
亘
り
て
発
表
せ
ら
れ
た
も
の
に
対
し
て
も
原
本
に
照
ら
し
て
再
検

討
を
加
え
更
に
八
石
性
理
学
会
の
秘
庫
・
千
葉
県
立
図
書
館
そ
の
他
の
愛
書
家
の
所

蔵
す
る
遺
構
を
借
写
し
て
、
新
た
に
左
の
二
十
三
部
二
十
八
巻
を
増
輯
し
た
」
と
あ

る
よ
う
に
、
合
計
「
四
十
四
部
六
十
二
巻
を
収
録
」
し
て
い
る
。
幽
学
の
学
問
「
性

学
」
の
基
礎
と
も
い
え
る
初
期
の
自
筆
に
よ
る
易
学
関
係
の
書
類
が
多
く
追
加
さ
れ

て

い

る
。
ま
た
「
道
徳
百
話
」
の
よ
う
に
あ
き
ら
か
に
幽
学
の
著
で
は
な
い
も
の
は

除
外
さ
れ
て
い
る
。

　
幽
学
研
究
初
期
に
あ
た
る
、
こ
れ
ら
の
刊
行
に
つ
い
て
の
背
景
は
、
見
城
悌
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

「
近
代
日
本
社
会
に
お
け
る
大
原
幽
学
の
発
見
」
ま
た
木
村
礎
編
の
『
大
原
幽
学
と

そ
の
周
辺
』
の
な
か
の
、
「
1
　
研
究
史
の
概
観
」
に
も
詳
し
い
の
で
省
略
す
る
。

い

ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
「
全
書
」
「
全
集
」
の
成
立
背
景
に
は
、
当
時
の
幽
学
顕

彰
の
色
合
い
が
非
常
に
濃
く
、
編
纂
、
執
筆
の
過
程
か
ら
み
て
も
史
料
集
と
し
て
の

8
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正
確

さ
に
不
安
定
な
面
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
一
部
の

著
作
類
な
ど
を
の
ぞ
き
史
料
集
は
未
刊
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
幽
学
関
連
の
史
料

が
広
範
で
膨
大
で

あ
る
こ
と
、
原
本
特
定
の
難
し
さ
か
ら
も
、
比
較
的
体
裁
の
整
っ

た
「
全
集
」
は
第
一
の
史
料
と
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
使
用
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る

　
　
　
（
3
）

の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
「
全
書
」
は
貴
重
な
記
事
を
含
ん
で
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
幽
学
の
仕

法
の
い
く
つ
か
は
史
料
的
確
定
が
困
難
で
あ
る
。
こ
の
書
の
記
載
が
不
安
定
な
が
ら

　
　
（
5
）

も
事
蹟
の
一
端
を
伝
え
て
い
る
こ
と
も
疑
い
よ
う
が
な
い
。
加
え
て
、
刊
行
か
ら
は

既

に
「
全
書
」
で
八
五
年
、
「
全
集
」
で
も
既
に
六
〇
年
を
経
過
し
て
い
る
。
当
時

は

所
蔵
が
確
認

さ
れ
た
資
料
も
現
在
は
見
あ
た
ら
な
い
も
の
も
少
な
く
は
な
い
。
こ

れ

ら
の
二
冊
が
長
き
に
わ
た
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
所
以
で
も
あ
る
。

②
こ
れ
ま
で
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
の
中
で
も
「
全
書
」
「
全
集
」
に
は
誤
植
や
読
み
違
い
、
重
複

や
編
者

に
よ
る
削
除
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
何
度
か
と
り
あ
げ
ら
れ
て
は
き
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
一
九
七
〇
年
代
に
膨
大
な
幽
学
関
係
史
料
の
調
査
研
究
を
手
が
け

た
明
治
大
学
の
木
村
礎
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
幽
学
研
究
に
は
、
右
の
よ
う
な
不
安
定
さ
（
史
実
確
定
の
あ
や
ま
り

＊
筆
者
注
）
が
多
く
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
意
識
せ
ざ
る
を
え

な
い
た
め
に
、
幽
学
や
幽
学
没
後
の
性
学
の
動
向
に
関
す
る
記
述
が
、
史
実
確
定
の

た
め
の
史
料
挙
示
に
追
わ
れ
て
い
る
部
分
が
多
々
あ
る
こ
と
、
そ
れ
と
は
逆
に
史
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

的
に
問
題
の
な
い
部
分
の
記
述
が
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
」

　
明
治
大
学
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
東
総
地
域
を
中
心
と
し
た
こ
の
共
同
研
究
は
、
前
述

の

問
題
を
十
分
に
意
識
し
て
お
り
、
非
常
に
信
頼
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、

そ
の
後
の
幽
学
研
究
に
深
み
と
広
が
り
を
与
え
る
画
期
と
な
っ
た
。
特
筆
す
べ
き
は

徹
底
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
史
料
調
査
を
前
提
と
し
た
研
究
で
あ
る
こ
と
、
こ

れ

ら
一
連
の
研
究
に
よ
っ
て
史
実
の
不
安
定
な
面
が
大
幅
に
解
消
さ
れ
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。
幽
学
没
後
の
動
向
が
丹
念
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
も
こ
れ
が
初
め
て
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
成
果
は
『
大
原
幽
学
と
そ
の
周
辺
』
（
木
村
礎
編
）
と
し
て
刊

行

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
木
村
氏
は
高
橋
氏
の
研
究
を
う
け
て
「
い
わ
ゆ
る
改
心
楼
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

件
」
の
勃
発
年
に
つ
い
て
」
を
す
で
に
発
表
し
、
そ
う
し
た
危
う
さ
を
再
度
指
摘
さ

れ
て

い
る
。

　

史
料
集
を
中
心
と
し
た
研
究
史

　

も
ち
ろ
ん
「
全
書
」
、
「
全
集
」
以
外
に
も
ま
と
ま
っ
て
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る

例
は

他

に
も
あ
る
。
主
要
な
著
作
と
併
せ
て
、
刊
行
年
順
に
ご
く
簡
単
に
紹
介
し
た

い
。

　

ま
ず
幽
学
没
後
（
安
政
五
年
三
月
八
日
以
降
）
、
も
っ
と
も
早
い
時
期
に
登
場
す

る
の
は
八
石
性
理
学
会
に
よ
る
刊
行
書
類
で
あ
る
。
八
石
性
理
学
会
と
は
、
幽
学
没

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

後
、
性
学
組
織
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
で
あ
る
。
幽
学
没
後
の
性
学
組
織
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ま
た
同
会
の
設
立
に
つ
い
て
は
木
村
礎
の
書
に
詳
し
い
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
ち
な

み

に
全
書
の
附
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
第
十
二
　
八
石
教
会
々
則
」
と
い
う
の
は
、

八
石
性
理
学
会
の
前
身
と
な
る
八
石
教
会
時
代
の
会
則
で
あ
る
。

　

つ

ま
り
、
最
初
の
幽
学
研
究
は
性
学
門
人
や
地
元
に
つ
な
が
り
の
深
い
立
場
の

人
々
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
多
少
の
波
は
あ
る
も
の
の
、

八
石
性
理
学
会
は
折
に
触
れ
て
刊
行
物
を
発
行
し
て
お
り
、
そ
れ
は
近
年
ま
で
も
続

く
同
会
の
活
動
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
幽
学
顕
彰
活
動
の
足
跡
は
、
何
冊
も
の
刊
行
物
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
一

番
最
初
の
文
章
は
高
木
千
次
郎
に
よ
る
『
大
原
幽
学
事
績
』
。
こ
れ
は
「
全
書
」
刊

行
の
発
端
と
な
っ
た
文
献
で
あ
る
。
明
治
四
十
年
に
初
版
が
だ
さ
れ
て
い
る
が
筆
者

　
　
　
（
H
）

は
未
確
認
、
現
在
確
認
し
う
る
の
は
明
治
四
十
三
年
十
月
発
行
の
も
の
。
本
編
七
九

頁
、
附
録
一
四
頁
で
、
後
に
「
全
書
」
に
掲
載
さ
れ
る
短
文
類
は
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て

い
る
。

9
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そ
し
て
明
治
四
十
四
年
、
最
初
の
「
全
書
」
の
刊
行
を
は
さ
み
、
続
い
て
は
八
石

性
理
学
会
編
『
大
原
幽
学
書
簡
集
』
（
大
正
二
年
六
月
　
静
岡
民
友
新
聞
社
／
八
石

性
理
学
会
発
行
）
、
全
八
四
頁
。
序
文
は
な
く
、
冒
頭
に
幽
学
自
殺
の
さ
い
の
い
わ

ゆ
る
「
書
置
」
が
大
き
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
集
に
お
さ
め
ら
れ
た
資
料

は
、
す
べ
て
そ
の
ま
ま
増
補
版
「
全
書
」
の
「
第
九
巻
　
書
簡
集
」
へ
と
収
録
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

同
年
十
月
に
は
『
口
ま
め
草
』
（
八
石
性
理
学
会
発
行
　
こ
れ
も
印
刷
は
静
岡
民

友
新
聞
社
）
も
単
行
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
「
書
簡
集
」
同
様
に
序
や
巻
頭
言
も

な
い
、
一
五
九
頁
の
冊
子
で
あ
る
。
「
口
ま
め
草
」
は
「
全
書
」
で
既
に
活
字
化
さ

れ
て

お
り
、
こ
の
抜
刷
版
か
と
思
わ
れ
た
が
、
↓
点
異
な
る
点
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ

は
、
こ
の
『
口
ま
め
草
』
が
（
上
）
（
下
）
に
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

も
そ
も
幽
学
自
筆
稿
本
の
「
口
ま
め
草
」
は
一
冊
の
横
半
帳
で
あ
り
上
下
に
別
れ
た

構
成
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
自
筆
本
は
、
幽
学
独
特
の
細
く
痩
せ
た
小
さ
な
字

体
で
び
っ

し
り
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
も
と
に
な
っ
た
「
口
ま
め
草
」
は
八
石
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

「貸
出
本
」
と
し
て
使
用
し
て
い
た
写
本
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
写
本
は
「
八
石
」
「
貸

出
本
」
と
の
明
記
が
あ
る
和
綴
の
冊
子
で
二
冊
か
ら
な
り
、
文
字
も
大
き
い
。
幽
学

自
筆
に
よ
る
原
本
の
判
読
は
容
易
で
は
な
い
た
め
に
こ
れ
が
用
い
ら
れ
た
と
み
て
よ

い
だ

ろ
う
。
こ
の
他
に
現
存
す
る
後
世
の
写
本
は
お
そ
ら
く
こ
れ
を
種
本
と
し
て
い

る
た
め
か
、
例
え
ば
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
も
「
ロ
ま
め
草
　
上
下
」
と
書

か
れ

た
写
本
が
多
数
存
在
す
る
。
こ
れ
に
倣
っ
て
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

　

幽
学
本
拠
地
で
あ
る
八
石
性
理
学
会
以
外
に
よ
る
刊
行
も
登
場
し
て
く
る
。

　

千
葉
県
内
務
部
編
（
執
筆
は
池
田
淳
）
『
大
原
幽
学
』
（
讐
文
館
　
明
治
四
十
四
年

九

月
）
。
全
二
九
七
頁
。
初
版
「
全
書
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
池

田
氏
は
例
言
で
「
大
原
幽
学
の
事
蹟
は
、
目
下
研
究
の
初
期
に
あ
り
と
い
ふ
べ
し
。

其
書
簡
記
録
伝
説
及
門
弟
の
日
常
、
そ
の
目
親
耳
聞
せ
る
材
料
の
蒐
集
批
判
等
に
つ

き
尚
開
拓
の
余
地
頗
大
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
執
筆
・
に
あ
た
っ
て
は
「
県

下

香
取
郡
中
和
村
八
石
性
理
学
会
理
事
高
木
千
太
郎
氏
、
中
和
村
尋
常
高
等
小
学
校

長

高
木
喜
助
氏
及
教
会
員
飯
島
八
十
八
氏
遠
藤
新
太
郎
氏
等
の
好
意
に
よ
り
、
其
所

蔵
に
か
・
る
一
切
の
材
料
を
借
覧
し
、
其
謂
助
を
得
た
る
に
依
る
」
と
し
て
い
る
。

つ

ま
り
、
八
石
史
料
を
見
た
上
で
同
書
を
書
い
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
木
村
礎

氏
の
言
葉
を
借
り
る
。
「
本
書
は
、
第
一
編
「
大
原
幽
学
伝
」
、
第
二
編
「
大
原
幽
学

の
学
説
」
、
第
三
編
「
大
原
幽
学
の
教
育
及
風
俗
改
善
」
、
第
四
編
「
幽
学
の
農
村
改

善
」
よ
り
成
り
、
き
わ
め
て
整
然
た
る
体
系
を
持
っ
て
い
る
。
池
田
の
立
て
た
体
系

は
、
後
人
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。
池
田
の
こ
の
書
物
に
は
、
独
特

の
批
判
眼
が
光
っ
て
お
り
、
幽
学
を
高
く
評
価
し
な
が
ら
も
、
の
め
り
込
ん
で
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
」
。

　
続
い
て
、
岩
橋
遵
成
『
大
日
本
倫
理
思
想
発
達
史
　
下
』
（
目
黒
書
店
　
大
正
四

年
二
月
）
、
下
巻
だ
け
で
九
六
一
頁
に
も
及
ぶ
著
作
で
あ
る
。
ま
た
「
思
想
家
」
と

し
て
の
幽
学
を
採
り
上
げ
た
最
初
の
も
の
と
し
て
こ
こ
に
紹
介
し
た
い
。
「
第
四
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

独
立

学
派
」
で
、
一
　
三
浦
梅
園
、
二
　
二
宮
尊
徳
、
三
　
大
原
幽
学
、
の
三
名
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
小
伝
で
「
二
宮
尊
徳
に
も
劣
ら
ざ
る
に
拘
ら
ず
、
事
蹟
の
顕
は

れ

ざ
る
こ
と
久
し
い
問
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
彼
の
敢
て
名
聞
を
求
め
ざ
り
し
こ
と
に

因
る
の
で
あ
る
が
、
又
こ
れ
に
関
す
る
書
の
出
版
さ
れ
て
居
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因

で

あ
る
。
明
治
四
十
四
年
の
頃
、
千
葉
県
内
務
部
の
編
纂
に
か
・
る
大
原
幽
学
伝
の

出
版
あ
り
し
と
共
に
田
尻
博
士
の
編
纂
に
成
る
幽
学
全
集
の
出
版
に
よ
っ
て
や
・
世

人

に
知
ら
る
・
に
至
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
全
書
」
と

内
務
部
編
『
大
原
幽
学
』
の
二
著
作
を
元
に
書
か
れ
て
い
る
。
書
置
、
幽
学
煩
徳
碑

文
、
神
文
の
他
に
は
議
定
仕
候
以
来
の
始
末
書
、
聞
書
集
、
各
種
文
章
の
抜
粋
か
ら

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
後
は
、
大
正
六
年
に
増
補
版
「
全
書
」
の
刊
行
を
は
さ
み
、
『
大
日
本
思
想

全
集
1
4
　
二
宮
尊
徳
・
大
原
幽
学
集
』
上
村
勝
弥
編
（
昭
和
六
年
八
月
　
先
進
社
）

が
だ

さ
れ
る
。
巻
頭
言
や
解
説
、
あ
と
が
き
が
一
切
な
い
の
で
刊
行
の
経
緯
、
意
図

が
不
明
で
あ
る
が
、
た
だ
し
、
こ
の
著
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
二
宮
尊
徳
に
割
か
れ
て

お
り
（
全
四
八
八
頁
の
う
ち
、
二
九
四
頁
ま
で
が
尊
徳
集
）
、
「
小
伝
」
で
も
「
卒
去

10



鈴木映里子［大原幽学の基礎的考察］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

し
た
年
月
は
不
明
で
あ
る
」
と
あ
る
ほ
ど
で
粗
雑
な
扱
い
の
感
は
否
め
な
い
。
「
道

徳
百
話
」
と
「
微
味
幽
玄
考
」
の
二
つ
を
収
録
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
刊
行
時
期
か

ら
「
全
書
」
を
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
著
作
の
注
目
す
べ
き
は
、
そ

の

二

つ
が
口

語
訳
を
主
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
頁
の
三
分
の
一
ほ

ど
の
上
部
に
原
書
、
残
り
の
中
心
と
な
る
下
部
に
訳
文
が
配
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば

「微
味

幽
玄
考
」
の
冒
頭
は
＝
体
、
性
理
学
上
の
見
地
か
ら
物
の
性
と
い
ふ
こ
と

を
観
察
す
れ
ば
、
天
地
の
調
和
が
性
な
の
で
あ
り
、
性
は
そ
の
ま
・
天
地
の
和
で
あ

る
の
で
、
両
者
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
も
宜
い
。
各
地
方
及
び
国
々
の
異

る
に
従
っ
て
人
々
の
性
質
や
風
習
の
ち
が
ふ
場
合
も
あ
ら
う
が
、
北
極
星
ば
か
り
を

見
て

ゐ

る
北
方
の
国
々
で
も
、
常
に
南
極
星
に
接
し
て
ゐ
る
南
方
の
国
々
で
も
、
天

地
の
気
が
合

し
て
万
物
を
生
じ
た
理
屈
は
同
一
で
あ
る
か
ら
、
性
も
亦
同
じ
で
な
け

　
　
　
　
　
（
1
7
）

れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
れ
が
最
初
か
ら
最
後
ま
で
続
く
。
し

か

し
な
が
ら
、
す
で
に
地
方
改
良
運
動
の
象
徴
と
し
て
全
国
的
に
著
名
だ
っ
た
二
宮

尊
徳
に
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
幽
学
の
名
も
並
ん
で
冠
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

こ
と
が
、
こ
の
書
で
の
扱
い
か
ら
わ
か
る
。

　

そ
の
後
は
飯
田
伝
一
『
大
原
幽
学
の
事
績
』
（
昭
和
九
年
）
や
高
倉
テ
ル
よ
る

『大
原
幽
学
』
（
昭
和
十
四
年
）
、
各
種
小
説
伝
記
類
の
刊
行
が
あ
る
。
典
拠
文
献
と

し
て
の
性
格
は
強
く
な
い
も
の
の
、
幽
学
の
顕
彰
に
は
貢
献
し
た
著
作
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
に
だ
さ
れ
た
史
料
集
的
文
献
と
し
て
は
、
千
葉
県
発
行
「
史
蹟
名
勝
天

然
記
念

物
調
査
〈
第
1
6
輯
〉
大
原
幽
学
先
生
関
係
書
翰
集
」
（
奥
山
市
松
編
　
昭
和

十
四
年
三
月
）
が
あ
る
。
お
よ
そ
B
6
版
サ
イ
ズ
の
小
冊
子
で
全
八
九
頁
だ
が
、
史

料
集
と
し
て
非
常
に
良
質
の
書
簡
集
で
あ
る
。
「
大
原
幽
学
遺
墨
遺
品
展
覧
会
」
が

開
催
さ
れ
た
こ
と
が
は
し
が
き
で
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
翻
刻
し
た
も
の
が
同

書
で
あ
る
。
「
然
る
処
今
や
我
皇
国
は
暖
古
の
大
事
変
た
る
支
那
事
変
下
に
於
て
、

挙

国
一
致
聖
戦
の
大
使
命
達
成
に
適
進
し
つ
・
あ
る
折
柄
、
郷
土
偉
人
の
顕
彰
と
銃

後
国
民
の
精
神
作
興
に
資
せ
ん
と
し
て
、
当
局
よ
り
先
生
の
遺
墨
編
纂
を
希
望
せ
ら

れ

た
る
を
以
て
、
弦
に
此
の
一
巻
を
な
し
、
併
せ
て
本
年
度
に
お
け
る
余
の
史
蹟
調

査
報
告

に
代
へ
ん
と
す
る
も
の
な
り
」
と
あ
る
。
こ
の
展
覧
会
は
『
千
葉
県
図
書
館

叢
書
1
1
輯
　
贈
正
五
位
大
原
幽
学
先
生
』
（
御
成
婚
記
念
千
葉
県
図
書
館
発
行
　
昭

和

十
二
年
十
一
月
）
と
い
う
全
二
〇
頁
の
冊
子
が
編
著
者
を
同
じ
く
し
て
作
成
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

て

い

る
の
で
、
そ
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
に
は
略
伝
と
本
田
元
俊
氏

　
　
　
　
（
1
9
）

に
よ
る
寄
稿
と
出
品
目
録
の
み
だ
け
だ
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
書
簡
類
だ
け
で
な
く

代
表
的
な
関
係
史
料
や
書
画
な
ど
が
各
所
か
ら
集
め
ら
れ
二
一
〇
件
が
出
品
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

い

る
。
う
ち
書
簡
類
は
一
二
件
、
「
書
翰
集
」
に
は
一
九
八
通
の
書
簡
が
収
録
さ
れ

て

い

る
。
こ
の
書
翰
集
が
信
頼
し
う
る
点
は
、
ま
ず
そ
の
所
蔵
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い

る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
こ
れ
ま
で
の
幽
学
研
究
か
ら
す
れ
ば
比
較
的
広
範
囲

な
地
域
を
対
象
に
蒐
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
原
史
料

に
あ
た
っ
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
奥
山
氏
は
、
「
こ
の
外
先
生
自
殺
の
際

弟
子
共
の
改
俊
を
施
し
た
る
書
置
、
江
戸
幽
因
中
献
金
せ
る
弟
子
共
に
贈
れ
る
遺
書

其
他
多
数
あ
れ
ど
も
先
年
八
石
性
理
学
会
編
纂
の
大
原
幽
学
書
簡
集
と
重
複
の
恐
れ

あ
れ
ば
割
愛
す
る
事
と
な
せ
り
」
と
は
し
が
き
で
の
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
全
書
」

で

は
登
場
し
な
い
ま
っ
た
く
新
出
の
史
料
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
後
に
刊
行
さ
れ
た
「
全
集
」
は
、
「
全
書
」
と
こ
の
「
書
翰

集
」
を
底
本
と
し
て
編
集
さ
れ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
尚
、
末
尾
八
七
頁
に
あ

る
「
大
原
幽
学
関
係
図
書
目
録
」
の
「
大
原
幽
学
関
係
文
書
（
一
）
」
第
一
冊
か
ら

五
五
冊

と
「
大
原
幽
学
関
係
文
書
纂
」
六
軸
は
現
在
も
千
葉
県
立
中
央
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
「
全
集
」
（
昭
和
十
八
年
）
の
刊
行
を
む
か
え
る
。

　

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
鴇
田
恵
吉
に
よ
る
『
大
原
幽
学
選
集
』
（
昭
和
十
九
年
四

月
　
読
書
新
報
出
版
部
）
が
あ
る
。
「
本
書
は
既
刊
の
『
幽
学
全
書
』
『
幽
学
全
集
』

及
び
こ
の
二
書
に
漏
れ
た
る
幽
学
の
遺
稿
中
か
ら
、
そ
の
精
粋
を
簡
抜
し
て
十
編
と

な
し
、
こ
れ
に
私
の
多
年
苦
心
し
た
年
譜
を
付
す
る
こ
と
と
し
」
、
内
容
は
ほ
ぼ
既

出
史
料
の
掲
出
だ
が
、
数
点
新
し
い
も
の
を
含
ん
だ
全
三
五
〇
頁
で
あ
る
。
鴇
田
氏

も
原
本
に
あ
た
っ
て
書
か
れ
て
お
り
、
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
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戦
後
に
な
っ
て
幽
学
研
究
を
体
系
化
し
た
の
は
、
越
川
春
樹
と
中
井
信
彦
で
あ
る
。

　
越

川
春
樹
の
『
大
原
幽
学
研
究
』
（
昭
和
三
十
二
年
十
一
月
大
原
幽
学
百
年
祭

理
想
社
）
は
、
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
新
し
い
知
見
を
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
農

作
業
の
予
定
表
で
あ
る
「
仕
事
割
控
」
や
、
幽
学
の
仕
法
の
集
大
成
と
い
わ
れ
る
宿

内
集
落
の
造
成
な
ど
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
幽
学
の
仕
法
を
収

録

し
て
い
る
。
こ
の
著
は
幽
学
没
後
百
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
た
も
の
で
「
著
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

が
二

十
数
年
に
わ
た
る
幽
学
研
究
を
、
満
腔
の
情
熱
と
、
心
血
を
注
い
で
執
筆
さ
れ
」

て

お
り
、
越
川
氏
の
そ
の
幽
学
像
は
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
「
し
か

し
な
が
ら
、
幽
学
・
性
学
関
係
史
料
は
既
刊
史
料
集
所
収
の
も
の
以
外
に
も
膨
大
に

存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
検
討
が
よ
く
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題

が
あ
る
。
ま
た
、
総
体
に
史
料
感
覚
が
弱
く
、
し
た
が
っ
て
史
実
確
定
に
お
い
て
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

分
的
な
不
安
定
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
中
井
信
彦
『
大
原
幽
学
　
人
物
叢
書
姐
』
（
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
三
十
八
年
四
月
）

は
「
幽
学
の
全
体
像
を
描
い
た
研
究
の
う
ち
尤
も
信
頼
し
得
る
も
の
」
で
あ
り
、

「
史
料
処
理
の
恐
ろ
し
さ
や
過
去
の
物
事
を
見
る
こ
と
の
難
し
さ
を
熟
知
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

歴
史
家
の
著
作
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。

　
ま
た
中
井
氏
は
『
日
本
思
想
史
体
系
5
2
　
二
宮
尊
徳
・
大
原
幽
学
』
（
岩
波
書
店

昭
和
四
十
八
年
五
月
）
に
お
い
て
も
、
幽
学
の
主
著
「
微
味
幽
玄
考
」
と
門
人
と
の

講
義
録
で
あ
る
「
義
論
集
」
の
校
訂
を
行
っ
た
。
こ
れ
も
ま
た
前
著
と
同
様
、
信
頼

で
き
る
文
献
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
以
降
は
、
歴
史
研
究
と
し
て
の
視
座
を
も
っ
た
成
果
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
昭
和
五
十
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
自
治
体
史
『
旭
市
史
』
第
三
巻
（
旭
市
史
編

纂
委
員
会
）
の
「
大
原
幽
学
関
係
史
料
」
は
、
川
名
登
を
は
じ
め
と
す
る
千
葉
大
学

グ

ル

ー
プ
に
よ
る
「
神
文
」
を
中
心
と
し
た
門
人
研
究
で
あ
る
。
神
文
と
は
幽
学
門

人
が
提
出
す
る
入
門
誓
約
書
と
い
う
べ
き
史
料
で
、
同
書
で
は
「
大
原
幽
学
遺
品
保

　
（
2
4
）

存
館
」
蔵
を
中
心
に
一
九
一
九
通
を
紹
介
し
て
い
る
ほ
か
、
「
神
文
調
実
記
」
も
収

録
。
他
に
も
旭
市
域
に
残
る
性
学
関
係
の
文
書
群
が
初
め
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
幽
学
没
後
の
性
学
組
織
に
つ
い
て
の
言
及
も
ま
た
初
出
。
『
千
葉
大
学
文
理

学
部
文
化
科
学
紀
要
5
輯
』
に
小
笠
原
長
也
・
堀
江
俊
次
・
池
田
宏
樹
・
川
名
登

「
東
総
農
村
と
大
原
幽
学
ー
千
葉
県
香
取
郡
干
潟
町
近
世
史
料
調
査
報
告
書
ー
」
が

市
史
に
先
が
け
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
『
世
界
教
育
宝
典
　
日
本
教
育
編
　
二
宮
尊
徳
・
大
原
幽
学
集
』
下
程
勇
吉
・
久

木
幸
男
（
昭
和
四
十
一
年
二
月
　
玉
川
大
学
出
版
部
）
と
い
う
文
献
が
あ
る
が
、
こ

れ

は
思
想
的
な
観
点
か
ら
の
史
料
集
で
「
千
葉
県
教
育
会
編
『
大
原
幽
学
全
集
』
を

底
本
と
し
、
田
尻
稲
次
郎
編
『
幽
学
全
書
』
、
鴇
田
恵
吉
編
『
大
原
幽
学
選
集
』
に

よ
っ
て
校
訂
」
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
昭
和
五
十
三
年
は
幽
学
没
後
百
二
十
年
と
し
て
「
百
二
十
年
祭
」
が
八
石
性
理
学

会

に
よ
っ
て
挙
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
、
松
澤
和
彦
校
訂
に
よ
る

『義
論
集
』
（
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
）
と
前
掲
の
越
川
『
大
原
幽
学
研
究
』
が
再
版

さ
れ
て
い
る
（
同
年
十
二
月
）
。

　
そ
し
て
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
の
研
究
史
の
中
で
重
要
な
画
期
で
あ
っ
た
の
が
、

な
ん
と
い
っ
て
も
冒
頭
に
も
あ
げ
た
明
治
大
学
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
共
同
研
究
で
あ

る
。
そ
の
成
果
は
木
村
礎
編
『
大
原
幽
学
と
そ
の
周
辺
』
（
昭
和
五
十
六
年
十
月
）
と

し
て
刊
行
さ
れ
た
。
関
連
論
文
も
多
数
あ
る
が
、
詳
し
く
は
文
献
一
覧
を
参
照
さ
れ

た
い
。
同
書
の
序
章
で
は
「
研
究
史
の
概
観
」
と
し
て
頁
が
割
か
れ
、
同
書
が
刊
行

さ
れ
た
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
以
前
に
つ
い
て
の
研
究
動
向
は
木
村
氏
の
客

観
的
か
つ
適
切
な
文
章
が
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。
ま
た
、
木
村
礎
氏
の
大

原
幽
学
に
つ
い
て
論
考
は
『
木
村
礎
著
作
集
α
　
大
原
幽
学
と
門
人
た
ち
』
（
名
著

出
版
　
平
成
八
年
十
一
月
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
平
成
二
年
の
『
大
原
幽
学
関
係
歴
史
資
料
調
査
報
告
書
』
（
干
潟
町
教
育
委
員
会
）

も
ま
た
、
明
大
グ
ル
ー
プ
の
調
査
の
成
果
の
一
端
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
。
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鈴木映里子［大原幽学の基礎的考察」・

　

周
辺
史
料
の
「
発
掘
」

　

大

原
幽
学
研
究
の
中
心
は
東
総
地
域
、
と
り
わ
け
「
性
学
三
ヶ
村
」
と
い
わ
れ
る

長
部
村
、
諸
徳
寺
村
、
十
日
市
場
村
の
所
在
史
料
に
依
拠
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。
も

ち
ろ
ん
膨
大
な
関
連
史
料
の
多
く
が
そ
こ
に
あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
が
、
性

学
門
人
層
の
広
が
り
と
幽
学
の
活
動
範
囲
は
そ
こ
だ
け
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
い
き
お
い
本
拠
地
で
あ
る
長
部
に
注
目
が
集
ま
ら
ざ
る
を

え
な
い
が
、
軽
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
周
辺
の
関
連
史
料
に
つ
い
て
の
研
究
も
近
年

は
少
な
か
ら
ず
散
見
さ
れ
る
。
簡
略
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　

水
谷
盛
光

「大
原
幽
学
出
自
考
説
」
（
昭
和
五
十
年
三
月
）
、
主
に
名
古
屋
を
対
象

に
し
た
関
連
史
料
を
紹
介
し
て
い
る
。
幽
学
は
門
人
た
ち
の
間
で
尾
張
の
出
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

（特

に
大
道
寺
玄
蕃
次
男
説
が
有
力
）
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

考
察
で
あ
る
。
「
小
寺
玉
晃
見
聞
筆
録
」
「
甲
戌
雑
々
録
」
は
、
幽
学
没
後
の
性
学
門

人
の
動
向
を
小
寺
玉
晃
が
記
し
た
記
録
で
、
大
道
寺
家
出
自
説
の
否
定
を
裏
付
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

も
の
。
「
清
須
代
官
触
書
」
は
、
晩
年
の
改
心
楼
乱
入
事
件
で
の
幕
府
の
嫌
疑
を
う

け
た
際
に
だ
さ
れ
た
、
名
古
屋
と
の
関
連
を
し
め
す
史
料
で
あ
る
。

　
『
歴
史
論
』
入
号
（
昭
和
六
十
二
年
九
月
　
明
治
大
学
近
世
史
研
究
会
発
行
）
は

前
述
の
明
治
大
学
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
共
同
研
究
の
続
編
と
も
い
う
べ
き
も
の
。
『
大

原
幽
学
と
そ
の
周
辺
』
に
収
ま
ら
な
か
っ
た
も
の
を
中
心
と
し
た
、
「
幽
学
・
村
落
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

文
化
」
と
い
う
小
特
集
号
で
あ
る
。
幽
学
没
後
の
関
連
史
料
と
し
て
、
松
澤
和
彦
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

が

「内
海
御
台
場
築
立
日
記
御
普
請
御
用
中
日
記
」
を
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
て
い

る
。
こ
れ
は
幽
学
晩
年
の
裁
判
時
に
深
い
関
わ
り
を
も
っ
た
人
物
、
高
松
彦
七
郎
に

注

目
し
た
研
究
で
あ
る
。
判
決
後
に
江
戸
で
幽
学
が
謹
慎
期
間
を
過
ご
し
た
の
が
高

松
家
で
あ
り
、
御
家
人
高
松
彦
七
郎
の
息
子
彦
三
郎
の
記
録
で
あ
る
こ
の
日
記
は
表

題
の

御
台
場
築
造
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
性
学
と
そ
の
門
人
た
ち
に
つ
い
て
の

記
述
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
裁
判
の
と
き
に
突
然
に
登
場
す
る
「
高
松
家
」
に
注

目
し
長
部
村
と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
し
た
史
料
で
あ
る
。
二
つ
目
は
藤
田
昭
造
氏

が
、
特
に
性
学
二
代
目
の
遠
藤
時
代
に
発
展
し
た
前
夜
組
織
に
つ
い
て
「
前
夜
世
話

　
（
3
2
）

人
控
」
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
木
村
氏
は
文
書
紹
介
と
し
て
、
東
総
地
方
の
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

相
を
記
し
た
「
出
役
・
手
先
等
悪
事
風
聞
書
」
を
挙
げ
て
い
る
。

　
ま
た
木
村
氏
は
同
様
の
意
図
で
こ
れ
ま
で
事
例
の
な
か
っ
た
飯
倉
村
の
門
人
を
採

　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

り
上
げ
史
料
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

史
料
校
訂
を
と
も
な
っ
た
文
献
と
し
て
は
、
農
山
漁
村
文
化
協
会
『
日
本
農
業
全

書
63

　
農
村
振
興
　
議
定
書
・
永
代
取
極
申
引
証
之
事
・
永
代
取
極
議
定
書
・
其
方

取
直
日
掛
縄
索
手
段
帳
・
報
徳
作
大
益
細
伝
記
・
仕
事
割
控
・
年
中
仕
事
割
並
日
記

控
』
（
平
成
七
年
二
月
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
幽
学
の
指
導
に
よ
る
農
事
予
定
表
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

て

知
ら
れ
る
「
仕
事
割
控
」
「
年
中
仕
事
割
並
日
記
控
」
を
松
澤
和
彦
氏
が
校
訂
し

た
も
の
で
あ
る
。
仕
事
割
は
数
種
が
伝
来
す
る
が
、
こ
の
二
点
が
幽
学
当
時
の
も
っ

と
も
代
表
的
な
史
料
で
あ
り
、
ま
た
非
常
に
丹
念
な
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
信
頼
し

う
る
典
拠
史
料
の
一
つ
で
あ
る
。

　
次

に
、
幽
学
に
と
っ
て
重
要
な
時
期
で
あ
る
信
州
時
代
に
つ
い
て
の
紹
介
。
幽
学

が
最
初
に
門
人
を
獲
得
し
自
ら
の
学
問
を
確
立
し
た
地
が
信
州
上
田
・
小
諸
で
あ
る
。

こ
の
信
州
時
代
へ
の
言
及
は
横
山
十
四
男
・
青
木
歳
幸
「
活
動
の
開
始
－
信
州
上

田
・
小
諸
の
門
人
た
ち
ー
」
『
大
原
幽
学
と
そ
の
周
辺
』
が
は
じ
め
て
で
あ
り
、
具

体
的
な
史
料
紹
介
が
な
さ
れ
た
も
の
に
は
斎
藤
洋
一
「
大
原
幽
学
と
上
田
町
・
小
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

町

と
の
関
わ
り
を
示
す
史
料
」
（
平
成
七
年
三
月
）
が
あ
り
、
柏
木
家
文
書
（
1
－

3
3
）
小
山
家
文
書
（
3
4
1
4
0
）
の
計
四
〇
点
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
続
い
て
近
年
注
目
さ
れ
た
日
記
二
点
を
挙
げ
た
い
。

　
一
つ
目
は
「
平
兵
衛
日
記
」
と
し
て
知
ら
れ
る
日
記
で
あ
る
。
こ
の
日
記
は
香
取

郡
野
田
村
（
現
小
見
川
町
）
の
高
木
家
に
伝
わ
る
記
録
で
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四

〇
）
～
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
ま
で
、
高
木
家
三
代
に
よ
り
「
年
中
日
記
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

録
帳
」
「
年
中
行
状
日
記
帳
」
と
し
て
全
五
八
冊
が
残
る
。
代
々
の
当
主
は
平
兵
衛

を
名
乗
っ
た
た
め
「
平
兵
衛
日
記
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
天
保
年
間
当
時
、
高
木
家

は
幽
学
の
門
人
だ
っ
た
。
野
田
村
で
の
性
学
活
動
の
記
載
が
し
ば
し
ば
登
場
し
て
い

る
。
増
田
家
淳
「
幕
末
・
明
治
の
庶
民
の
生
活
の
記
録
－
小
見
川
町
の
一
農
家
に
伝

13
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（
4
0
）

え
ら
れ
た
三
代
六
十
余
年
間
の
日
記
か
ら
」
、
高
部
淑
子
「
近
世
後
期
～
明
治
初
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

の
小

見
川
周
辺
と
性
学
－
高
木
平
兵
衛
日
記
を
中
心
と
し
て
ー
」
に
詳
し
い
。
性
学

を
組
織
の
中
心
か
ら
で
は
な
く
、
一
般
の
門
人
層
か
ら
捉
え
た
記
録
で
あ
る
。

　
二

つ
目
は
「
五
郎
兵
衛
日
記
（
在
府
日
記
）
」
。
埴
生
郡
長
沼
村
（
現
成
田
市
）
の

門
人
成
毛
五
郎
兵
衛
の
記
し
た
も
の
で
、
期
間
は
嘉
永
五
年
十
二
月
四
日
か
ら
安
政

五
年
三
月
二
十
八
日
、
幽
学
晩
年
の
江
戸
で
の
裁
判
を
克
明
に
記
録
し
て
い
る
。
現

在
は
成
田
山
仏
教
図
書
館
所
蔵
の
「
大
原
幽
学
先
生
江
戸
日
記
」
と
旧
八
石
史
料
の

　
　
　
（
4
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

「
在
府
日
記
」
の
二
種
類
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
米
谷
博
「
『
在
府
日
記
』
に
つ
い
て
」

で
は

八
石
本
の

「在
府
日
記
　
元
」
、
つ
ま
り
全
五
冊
揃
の
う
ち
一
冊
目
を
史
料
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
成
田
山
本
の
「
大
原
幽
学
先
生
江
戸
日
記
」
を
底
本
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

た
翻
刻
史
料
が
「
五
郎
兵
衛
日
記
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
種
は
表
題

と
冊
数
は
異
な
る
も
の
の
、
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
史
料
の
由
来
な
ど
は

こ
の
二
稿
は
も
ち
ろ
ん
、
『
房
総
郷
土
研
究
』
五
巻
八
号
の
那
智
惇
齋
「
江
戸
日
記

に
就
い
て
大
原
幽
学
先
生
を
憶
ふ
」
に
も
詳
し
い
。

　
参
考
文
献
は
本
書
末
に
一
覧
を
付
し
た
の
で
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た

だ

き
た
い
。
原
則
と
し
て
現
在
所
在
が
確
認
さ
れ
う
る
も
の
を
年
代
順
に
掲
載
し
て

い

る
が
、
遺
漏
が
あ
れ
ば
御
教
示
を
乞
い
た
い
と
願
う
。

③
所
収
史
料
の
検
討

　
「
全
書
」
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
前
半
「
幽
学
全
書
総
目
録
」
と
後
半
「
幽
学
全

書

附
録
」
に
大
別
さ
れ
る
。
前
半
の
主
要
著
作
類
以
外
に
も
、
後
半
の
「
事
蹟
」
の

な
か
で
引
用
さ
れ
る
史
料
も
多
い
。
そ
れ
ら
も
含
め
「
全
書
」
の
代
表
的
な
も
の
は

「全
集
」
で
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
「
全
集
」
を
元
に
原
本
の
確
定
を

試
み

た
い
と
思
う
。
今
回
対
象
と
す
る
の
は
「
性
学
趣
意
」
「
残
す
言
の
葉
集
」
「
連

中
誓
約
之
事
」
「
微
味
幽
玄
考
」
「
規
式
解
」
「
発
教
録
」
の
六
点
で
あ
る
。
主
に
幽

学
の
思
想
を
語
る
上
で
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
著
作
、
短
文
類
が
中
心
で
あ
る
が
、

あ
く
ま
で
も
史
料
確
定
を
目
的
と
し
、
思
想
的
な
内
容
の
検
討
は
今
回
の
趣
旨
で
は

な
い
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
ご
く
手
短
に
記
す
の
み
と
す
る
。

　
「
全
書
」
「
全
集
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
別
表
に
掲
げ
た
（
表
1
）
。
基
本

的
に
「
全
集
」
の
目
次
順
と
し
、
番
号
は
同
書
の
目
次
に
付
さ
れ
た
番
号
で
あ
る
。

★
印
は
「
全
書
」
に
あ
る
も
の
、
☆
印
は
増
補
版
「
全
書
」
で
追
加
さ
れ
た
も
の
、

無
印
の
も
の
は
「
全
集
」
で
は
じ
め
て
採
用
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
全
書
」

に
は
、
「
全
集
」
で
は
不
採
用
か
、
も
し
く
は
そ
の
表
題
と
し
て
は
独
立
し
て
採
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

さ
れ
な
か
っ
た
も
の
が
数
多
く
あ
る
。
例
と
し
て
、
「
道
徳
百
話
」
は
幽
学
の
書
で

は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
混
入
し
て
い
こ
と
か
ら
、
全
集
で
は
不
採
用
と
な
っ
て
い

　
　
　
　
（
4
6
）

る
。
「
分
相
応
」
は
「
微
味
幽
玄
考
」
の
な
か
の
一
部
と
し
て
編
集
さ
れ
て
い
る
し
、

各
短
文
は
「
心
得
草
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
附
録
」
中
の
事
蹟
の

な
か
で
引
用
さ
れ
て
い
る
各
種
史
料
に
関
し
て
は
、
今
回
は
残
念
な
が
ら
個
々
の
検

討
を
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
次
回
へ
の
課
題
と
し
た
い
。

　
史
料
の
所
蔵
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
同
書
二
つ
の
刊
行
以
来
大
幅
な
状
況
の
変
化

を
み
て
い
る
た
め
、
ご
く
簡
単
に
主
要
な
所
蔵
履
歴
を
説
明
し
た
い
。

　
幽
学
関
係
史
料
の
中
核
を
な
す
の
が
、
幽
学
活
動
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
長
部
（
千

葉
県
香
取
郡
干
潟
町
）
に
伝
来
す
る
一
連
の
文
書
群
で
あ
る
。
安
政
五
年
三
月
八
日

の

幽
学
の
死
後
、
二
代
目
教
主
遠
藤
良
左
衛
門
亮
規
、
三
代
目
石
毛
源
五
郎
を
経
て
、

性
学
組
織

は
存
続
し
て
い
く
。
組
織
の
分
裂
抗
争
の
末
に
財
団
法
人
八
石
性
理
学
会

と
し
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
昭
和
二
十
七
年
十
月
十
一
日
に
は
、
長
部
に
あ
る

旧
宅
、
墓
地
、
耕
地
割
が
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
十
二
年
に
は
幽

学
没
後
百
年
祭
の
記
念
事
業
と
し
て
、
大
原
幽
学
遺
品
保
存
館
が
つ
く
ら
れ
、
一
般

に
も
資
料
が
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
遺
品
保
存
館
は
、
平
成
八
年
、
新

た
な
記
念
館
の
開
館
直
前
ま
で
展
示
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

明
治
四
十
一
年
の
設
立
以
来
、
長
ら
く
遺
跡
と
史
料
の
保
存
、
公
開
に
あ
た
っ
て

き
た
が
、
維
持
管
理
の
難
し
さ
か
ら
も
、
昭
和
六
十
一
年
、
史
跡
地
お
よ
び
遺
品
類

14
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表1　「全集」所収史料一覧

1 性学趣意

2 残す言葉集★

3 道友議定の事

4 微味幽玄考★

5 儀式（規式解）★

6 発教録★

7 新井流易学皆傳秘書

8 古易奥義

9 相学記

10 人相奥義

11 血色口傳

12 墨色口傳

13 四神中央巻奥義

14 家相畳之敷様々口傳

15 神道鳴弦墓目傳書

16 暦術口傳

17 二十八宿並的殺図

18 心得草

19 教導筋奉申上候★

20 廻文集　廻文★

21 為取替置一札★

22 請取一札★

23 長部村道友先祖株願書

24 差上申御請書之事

25 議定仕候以来の始末書

26 先祖株惣締高取調帳☆

27 字八石方田地有町分附米控

28 口まめ草★

29 諸君子句集☆

30 陸奥つれづれ草☆

31 性学日記☆

32 道の記

33 信陽道の記

34 玉の緒のかぞいろ

35 誓の元つな

36 子供大會日記抄

37 景物集☆

38 書簡集☆

39 配剤録抄

40 義論集☆

41 聞書集☆

42 神文及道友録

＊全集未収録

道徳百話★

道友列傳☆

性理学実行評論☆

上申書☆

※★は全書で収録、☆は全書増補

版で収録されていた史料

※番号は全集掲載順

が

干
潟
町
に
移
管
、
寄
附
と
な
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
四
十
－
五
十
年
代
に
調
査
を

行
っ
て
い
た
明
大
グ
ル
ー
プ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
平
成
二
年
三
月
に
『
大
原
幽

学
関
係
歴
史
資
料
調
査
報
告
書
』
（
干
潟
町
教
育
委
員
会
発
行
）
が
刊
行
さ
れ
た
（
そ

の

後
『
干
潟
町
所
在
史
料
目
録
二
』
も
刊
行
）
。
こ
れ
ら
約
四
〇
〇
〇
点
の
関
係
史

料
の

う
ち
、
四
〇
七
点
が
、
平
成
三
年
に
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
、
そ
の

た
め
平
成
八
年
三
月
に
は
保
存
公
開
施
設
を
目
的
に
建
設
さ
れ
た
大
原
幽
学
記
念
館

が
干
潟
町
に
よ
っ
て
開
館
。
一
連
の
史
料
は
こ
こ
で
収
蔵
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

こ
の
旧
八
石
性
理
学
会
所
蔵
で
現
在
記
念
館
所
蔵
の
も
の
を
以
下
「
旧
八
石
資
料
」

と
記
す
。

　

し
か
し
こ
の
所
蔵
遍
歴
の
な
か
で
、
町
へ
寄
贈
と
な
っ
た
際
だ
ろ
う
か
、
八
石
所

蔵
資
料
と
遠
藤
家
所
蔵
資
料
と
に
分
割
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
遠
藤
家
と

は
、
二
代
目
教
主
遠
藤
良
左
衛
門
（
亮
規
）
家
の
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
、

そ
れ
ま
で
遠
藤
家
に
て
八
石
史
料
を
保
管
し
て
い
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
が
、
こ
れ

は
明
治
大
学
木
村
礎
研
究
室
グ
ル
ー
プ
が
行
っ
た
史
料
調
査
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
目

録
を
照
合
す
る
こ
と
で
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
以
前
は
八
石
性
理
学
会
と

遠
藤
家
を
ひ
と
く
く
り
と
し
て
遠
藤
家
所
蔵
だ
っ
た
も
の
が
、
現
在
は
「
旧
八
石
史

料
」
と
遠
藤
家
と
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。

　
「
全
書
」
で
は
特
に
史
料
の
底
本
と
い
う
の
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
編
著
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

高
木
千
次
郎
氏
は
「
材
料
の
収
集
に
尽
力
し
」
と
あ
る
が
、
多
く
は
幽
学
本
拠
地
で

　
「
全
集
」
一
　
二
六
頁
。
こ
れ
は
幽
学
の
主
著
「
微
味
幽
玄
考
」
の
前
身
と
位
置

づ
け
ら
れ
た
書
で
あ
る
。
旧
八
石
資
料
に
は
著
作
の
自
筆
本
で
完
成
本
は
存
在
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

い
。
す
べ
て
下
書
き
、
断
簡
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
お
そ
ら
く
こ
の
底
本
と
な
っ
た
の
は
、
旧
諸
徳
寺
村
菅
谷
家
に
伝
わ
る
「
性
学
趣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

意
壱
」
「
性
学
趣
意
弐
」
「
性
学
趣
意
三
」
全
三
冊
の
写
本
と
思
わ
れ
る
。
諸
徳
寺
村

は

性
学
三
ヶ
村
の
う
ち
の
一
つ
。

　
全
集
本
に
は
「
性
学
趣
意
前
編
」
「
性
学
趣
意
中
編
」
「
性
学
趣
意
後
編
」
と
な
っ

て

い

る
が
、
こ
の
前
中
後
編
と
壱
弐
三
と
が
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
性
学
趣

意
壱
」
は
「
全
集
」
の
「
前
編
」
の
途
中
で
唐
突
に
記
述
が
途
絶
え
て
お
り
、
「
性

学
趣
意
弐
」
の
半
ば
ま
で
が
「
前
編
」
部
分
に
相
当
す
る
。
同
じ
く
、
「
中
編
」
も

「弐
」
と
「
参
」
に
ま
た
が
っ
た
形
で
文
章
が
続
い
て
お
り
、
「
後
編
」
は
「
三
」
の

1

性
学
趣
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

あ
る
八
石
性
理
学
会
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
附
録
に
は
「
第
十
三

大
原
幽
学
の
遺
稿
」
と
し
て
六
二
件
が
み
え
る
。

　
「
八
石
性
理
学
会
の
秘
庫
・
千
葉
県
立
図
書
館
そ
の
他
の
愛
書
家
の
所
蔵
す
る
遺

構
を
借
写
し
て
、
新
た
に
左
の
二
十
三
部
二
十
八
巻
を
増
輯
し
た
」
と
「
全
集
」
の

序
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
史
料
の
確
定
に
あ
た
っ
て
は
旧
八
石
性
理
学
会
所
蔵
の
史
料

を
検
討
の
中
心
と
し
た
い
と
思
う
。
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後
半
に
該
当
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
菅
谷
家
本
「
性
学
趣
意
」
は
、

　
　
　
序

　
　
　
凡
例

　
　
性
学
趣
意

　
　
以
礼
自
ら
立
る
微
味

　
　
　
士

　
　

後
編
庶
人
を
養
ふ
部

と
い
う
構
成
か
ら
な
る
が
、
全
集
本
で
は
お
そ
ら
く
こ
れ
を
便
宜
的
に
前
編
（
序
・

凡
例
・
性
学
趣
意
）
、
中
編
（
以
礼
自
ら
立
る
微
味
・
士
）
、
後
編
（
後
編
庶
人
を
養

ふ

部
）
と
し
て
掲
載
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
除
け
ば
、
文
章
も
ほ

ぼ
一
致
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
原
典
で
付
箋
か
訂
正
箇
所
で
あ
っ
た
と

推

測
さ
れ
る
書
き
込
み
が
、
全
く
同
じ
体
裁
で
活
字
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
巻
末
の

「
天
保
七
申
末
秋
記
　
実
生
（
花
押
）
」
も
一
致
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
三
冊
そ
れ
ぞ
れ
の
表
紙
に
は
左
下
に
「
主
又
左
衛
門
」
と
の
署
名
が

入
っ
て
い
る
。

　
残
念
な
が
ら
こ
の
写
本
の
も
と
と
な
っ
た
自
筆
稿
本
の
存
在
は
現
在
の
と
こ
ろ
確

認
で

き
ず
、
ま
た
他
の
完
成
稿
も
未
見
で
あ
る
。

2
　
残
す
言
の
葉
集

　
「
全
書
」
六
六
三
－
六
六
七
頁
。
全
集
二
七
ー
三
三
頁
。
こ
れ
は
そ
の
表
題
の
通

り
幽
学
の
文
章
を
収
録
し
た
短
文
集
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
短
文
は
独
立
し
た
史
料

と
し
て
散
見
さ
れ
る
も
の
の
、
他
の
幽
学
の
著
作
類
と
同
様
に
こ
れ
も
下
書
き
な
ど

や
、
各
短
文
ご
と
の
史
料
は
多
数
あ
る
も
の
の
、
自
筆
完
成
本
の
特
定
は
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。

　
「
高
木
千
次
郎
補
正
」
に
よ
る
「
全
書
」
と
「
全
集
」
で
は
若
干
内
容
に
違
い
が

み

ら
れ
る
。
「
全
書
」
で
は

六五四三ニー

と
い
う
構
成
。
　
　
　
　
　
　
　
は
次
の
通
り
。

　
　
三
幅
対

　
　
会
合
の
席
に
係
る
二
幅

　
　
生
涯
心
得
の
事

　
　
禁
事

　
　
性
理
微
味
の
乃
極

　
　
廻
文

　
廻
文
の
末
尾
に
「
干
時
天
保
未
年
正
月
　
日
　
　
幽
玄
堂
静
齋
　
道
友
中
へ
」
と

あ
る
。
「
全
書
」
中
で
は
、
「
廻
文
」
は
「
残
す
言
の
葉
集
」
で
は
な
く
、
後
編
部
分

　
　
（
5
1
）

の

事
蹟
の
な
か
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
廻
文
」
は
主
に
農
作
業
の
進
め
方
や
心
構

え
を
説
い
た
も
の
で
、
後
に
い
わ
ゆ
る
仕
事
割
と
し
て
結
実
す
る
年
中
の
作
業
予
定

表
の
作
成
を
す
す
め
る
指
南
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
三
幅
対
」
に
つ
い
て
も
末
尾
「
年
号
月
日
残
之
静
齋
　
花
押
」
は
「
全
書
」
で

は
な
か
っ
た
部
分
で
あ
る
。

三
幅
対

会
合
の
席
に
係
る
二
幅

生
涯
心
得
の
事

禁
事

性
理
微
味
の
極

書
置
事
蹟
に
あ
り
略
す

　
　
一
方
の
「
全
集
」

　
「
奉
行
所
本
」
に
つ
い
て

　
し
か
し
最
近
、
こ
れ
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
貴
重
な
史
料
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
「
奉
行
所
本
」
と
い
わ
れ
る
も
の
の
存
在
で
あ
る
。

　
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
思
想
体
系
5
2
　
二
宮
尊
徳

大
原
幽
学
』
に
て
、
中
井
信
彦
氏
が
「
奉
行
所
本
」
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
が
、
昭

和
五
十
年
代
に
行
わ
れ
た
明
治
大
学
の
調
査
の
際
に
は
所
在
が
不
明
と
な
っ
て
い
た
。
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次

に
再
発
見
さ
れ
た
の
は
、
大
原
幽
学
記
念
館
が
平
成
八
年
の
開
館
後
、
遠
藤
家
の

史
料
が
調
査
、
整
理
の
た
め
に
一
括
し
て
運
び
込
ま
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
す

で
に

目
録
化
さ
れ
整
理
済
み
の
史
料
群
と
、
膨
大
な
未
整
理
の
史
料
群
と
が
あ
り
、

再
び

明
治
大
学
木
村
礎
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
の
が
平
成
十
三
年
の
こ
と
、

こ
の
時
点
で
そ
れ
ま
で
不
明
に
な
っ
て
い
た
奉
行
所
本
が
確
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。

　
奉
行
所
本
と
は
包
紙
に
ひ
と
揃
い
と
な
っ
て
い
る
以
下
九
冊
の
史
料
を
さ
し
て
い

る
。　

●
規
式
解

　
●
残
す
事
の
葉
集

　
●
発
教
録
　
種

●

微
味
幽
玄
考

●

微
味
幽
玄
考

●
微
味
幽
玄
考

●
微
味
幽
玄
考

●

微
味
幽
玄
考

●

微
味
幽
玄
考

三四三
ノノ
下上

　

こ
の
一
括
の
九
点
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
包
紙
に
あ
る
表
書
き
に

由
来
す
る
。
包
紙
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
（
表
）

　
　
嘉
永
五
子
年
ヨ
リ
一
件
出
来
　
同
十
月
先
生
御
差
出
二
相
成
候
節
　
本
宅
ヨ
リ

　
　
御
引
上
ヶ
之
書
類
之
所

　
　
安
政
四
巳
十
月
廿
三
日
　
御
奉
行
所
ヨ
リ
御
下
ヶ
相
成
候
分
　
先
生
御
書
類
耳

　
　
種
本

八
冊
也

（裏
）

　
一
件
中
、

弘
化
二
巳
十
月
十
五
日
調

弘
化
三
午
三
月
十
四
日
調

三

分
之
一
二
御
座
候

六

ヶ
年
の
間
御
奉
行
所
二
納
り
居
御
下
げ
の
品
二
よ
り
極
大
切
也

　
　

尤
外
数
冊
御
下
ヶ
有
之
候
得
共
　
為
後
先
生
之
筆
耳
残
置
リ

　
　
　
　

明
治
六
酉
七
月
六
日
改
置
事

　

＝

件
」
と
は
嘉
永
五
年
四
月
十
八
日
に
起
き
た
「
牛
渡
村
一
件
」
の
こ
と
。
関

東
取
締
出
役
の
手
先
常
州
新
治
郡
牛
渡
村
の
忠
左
衛
門
ら
五
人
が
、
性
学
の
教
導
所

で

あ
る
改
心
楼
に
押
し
入
る
と
い
う
事
件
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

　

こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
中
井
信
彦
「
大
原
幽
学
」
、
高
橋
敏
「
大
原
幽
学
と
江
戸

　
（
5
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

訴
訟
」
、
「
大
原
幽
学
と
改
心
楼
乱
入
事
件
ー
「
牛
渡
村
一
件
」
の
真
相
ー
」
に
詳
し

い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
事
件
の
経
過
は
次
の
通
り
。
幽
学
と
門
人
た
ち
が
銚
子
本
城
村

で

関
東
取
締
出
役
の
吟
味
を
う
け
た
後
、
五
月
に
は
長
部
村
領
主
清
水
家
の
取
り
調

べ
が
行

わ
れ
幽
学
は
じ
め
関
係
者
も
江
戸
へ
出
府
し
て
い
る
。
そ
し
て
出
役
か
ら
上

部
機
関
で
あ
る
勘
定
奉
行
所
に
差
出
に
な
り
、
幽
学
が
召
喚
さ
れ
て
出
府
し
た
の
が
、

こ
の
表
書
き
に
あ
る
嘉
永
五
年
十
月
に
あ
た
る
。
そ
し
て
安
政
四
年
十
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

と
は
判
決
が
申
し
渡
さ
れ
た
日
で
あ
る
。
中
井
氏
に
よ
れ
ば
、
召
喚
さ
れ
た
時
に
提

出
し
た
「
書
類
」
は
判
決
と
共
に
証
拠
書
類
が
返
却
さ
れ
、
幽
学
が
長
部
村
に
帰
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

の

さ
い
に
持
ち
帰
っ
た
も
の
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
幽
学
死
後
、
十
五
年
後

の
明
治
六
年
七
月
に
幽
学
自
筆
の
稿
本
八
冊
が
選
ば
れ
封
を
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

つ
ま
り
、
こ
の
八
冊
と
は
幽
学
の
門
人
た
ち
を
し
て
も
重
要
と
認
識
さ
れ
た
書
類
だ

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
現
在
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
表
書
き
の
八
冊
で
は
な

く
九
冊
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
装
丁
は
な
く
、
こ
よ
り
で
綴
じ
た
簡
素
な
冊
子
本
だ
。

奉
行
所
提
出
の
書
類
と
し
て
お
そ
ら
く
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
「
教
導
筋
奉
申
上

（5
7
）
候
」
は
、
こ
れ
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
さ
て
こ
の
奉
行
所
本
「
残
す
事
の
葉
集
」
は
表
紙
に
次
の
よ
う
な
付
箋
が
つ
い
て

い

る
。
朱
書
き
で
「
弐
」
と
大
き
く
あ
り
、
そ
の
下
に
は
「
御
奉
行
所
ニ
テ
御
合
印
」

と
続
く
。
こ
の
冊
子
が
証
拠
書
類
と
し
て
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。
他
の
八

冊

に
は
剥
が
れ
落
ち
て
し
ま
っ
た
た
め
か
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
同
じ
よ
う
な
付

箋
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
自
筆
稿
本
が
底
本
か
と
思
っ
た
が
、
相
違
が
幾
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
。
奉
行
所
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本

は
「
三
幅
対
」
「
会
合
の
席
に
係
る
二
幅
」
「
生
涯
心
得
の
事
」
「
禁
事
」
「
性
理
微

味
の

乃
極
」
「
廻
文
」
に
続
い
て
、
「
全
書
」
に
も
「
全
集
」
に
も
記
載
の
な
い
「
道

友
議
定
誓
約
之
事
」
「
奥
書
」
「
再
三
」
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
「
道
友
議
定
誓
約

之
事
」
は
非
常
に
重
要
な
史
料
で
あ
り
、
こ
れ
と
は
別
に
独
立
し
た
も
の
と
し
て
掲

載

さ
れ
た
た
め
に
、
編
集
段
階
で
割
愛
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て

は

次
項
で

述
べ
る
。
し
か
し
全
書
で
省
略
し
た
と
さ
れ
る
「
書
置
」
と
は
別
の

も
の
で
あ
る
。

　
「
全
集
」
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
「
道
友
議
定
誓
約
之
事
」
の
省
略
を
考
え
れ
ば
構

成
は
同
一
だ
が
、
「
三
幅
対
」
の
末
尾
に
あ
る
「
年
号
月
日
残
之
　
　
幽
玄
堂
　
静

齋
　
花
押
」
が
奉
行
所
本
に
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
点
を
除
く
と
他
の
文
章
は
一

致
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
該
当
す
る
史
料
が
一
点
確
認
さ
れ
た
。
菅
谷
家
所
蔵
の
菅
谷
又
左
衛
門
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

し
に
よ
る
「
残
す
言
の
葉
集
」
で
あ
る
。
こ
の
写
本
は
「
性
理
微
味
の
乃
極
」
「
道

友
議
定
誓
約
之
事
」
「
奥
書
」
「
再
三
」
「
廻
文
」
と
い
う
構
成
で
あ
る
が
、
廻
文
結

び

の

「
干
時
天
保
未
年
正
月
　
日
　
　
幽
玄
堂
静
齋
　
道
友
中
へ
」
が
な
い
。

　
「
残
す
言
の
葉
集
」
は
既
に
門
人
の
あ
い
だ
に
流
布
し
て
い
た
短
文
や
書
を
、
よ

り
利
用
し
や
す
い
形
と
し
て
提
供
す
る
た
め
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
三
幅
対
」

を
は
じ
め
「
会
合
の
床
に
添
る
二
幅
」
に
あ
る
い
わ
ゆ
る
会
席
議
定
も
掛
軸
と
し
て

複
数
が
残
っ
て
お
り
非
常
に
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
活
字
と
す
る
際
に
「
残

す
言
の
葉
集
」
で
は
な
く
個
々
に
残
る
史
料
を
元
に
し
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
奉
行

所
自
筆
本
、
菅
谷
家
写
本
を
も
と
に
編
集
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
残
す
言
の
葉
集
」
所
収
の
各
短
文
に
つ
い
て
の
出
典
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

■
三
幅
対

　

こ
の
三
幅
対
は
独
立
し
た
掛
軸
と
し
て
残
る
も
の
で
あ
る
。
神
道
的
な
内
容
の
一

幅
目
、
孔
子
『
管
子
』
か
ら
の
引
用
に
よ
る
二
幅
目
、
そ
し
て
門
人
へ
の
教
え
が
説

か
れ
て

い

る
三
幅
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
書
か
れ
た
年
代
は
幽
学
指
導
の
初
期

で

あ
る
天
保
九
年
（
ま
れ
に
天
保
十
一
年
）
で
、
一
様
に
「
大
原
幽
学
」
の
署
名
が

入
っ
て
い
る
。
文
字
通
り
三
幅
の
構
成
の
も
の
、
ま
た
一
幅
に
三
つ
が
ま
と
め
れ
た

も
の
も
あ
る
。
旧
八
石
史
料
に
は
四
点
の
三
幅
対
が
伝
来
す
る
。
う
ち
二
点
が
三
幅

一
組

（
I
C
2
、
3
）
、
二
点
は
一
幅
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
（
I
C
4
、
5
）
で
、

I
C
5
が
天
保
十
一
年
十
月
、
他
は
天
保
九
年
一
月
で
あ
る
。
「
性
学
三
ヶ
村
」
の

ひ

と
つ
十
日
市
場
の
林
道
一
家
に
伝
わ
る
二
点
の
三
幅
対
も
天
保
九
年
、
三
幅
一
対

の

も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
単
独
と
し
て
も
作
成
さ
れ
て
い
る
。
年
号
が
確
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

で

き
る
も
っ
と
も
早
い
時
期
の
書
は
天
保
七
年
四
月
の
規
矩
（
三
幅
目
の
「
世
の
中

に
道
た
る
事
偏
ら
ざ
る
も
の
な
れ
ど
…
…
」
）
が
あ
る
。

　
三
幅
目
に
「
予
が
此
の
地
を
去
っ
て
後
…
…
」
と
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
幽
学

が
東
総
退
去
を
決
意
し
た
天
保
七
年
八
月
の
前
後
に
、
門
人
た
ち
へ
遣
わ
す
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

書
か
れ

た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
幽
学
か
ら
「
性
学
惣
連
衆
中
」
宛
に
天
保
七
年
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

月
十
三
日
付
け
で
出
さ
れ
た
書
簡
が
あ
り
、
こ
れ
に
「
尤
彼
五
幅
と
此
二
書
は
道
を

得
る
迄
毎
日
ふ
く
し
て
可
然
候
」
と
の
一
文
が
あ
る
。
「
此
二
書
」
と
は
こ
の
書
状

そ
の
も
の
と
、
同
日
付
け
で
出
さ
れ
た
『
連
中
誓
約
之
事
』
の
案
文
（
次
項
「
連
中

誓
約
之
事
」
参
照
　
書
簡
に
つ
い
て
も
同
様
）
、
「
彼
の
五
幅
」
と
は
「
三
幅
対
」
と

「
会
合
の
席
に
添
る
二
幅
」
を
指
す
と
さ
れ
て
い
る
。
幽
学
に
は
珍
し
い
種
類
の
文

章
で
も
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
三
幅
対
は
初
期
性
学
の
史
料
で
あ
る
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

　
　
■
会
合
の
席
に
係
る
二
幅

　
「
全
書
」
で
は
「
会
合
の
床
に
掛
る
幅
（
会
席
の
議
定
）
」
（
六
六
五
頁
）
、
「
全
集
」

に
は
「
会
合
の
床
に
添
る
二
幅
」
（
二
八
頁
）
と
い
う
表
題
で
収
録
の
も
の
。
二
書

と
も
若
干
の
記
述
の
違
い
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
一
点
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
と
い

う
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
「
全
書
」
で
は
「
二
幅
」
と
書
か
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず

で

あ
る
。
正
し
く
は
「
会
席
議
定
」
と
後
半
の
四
書
五
経
か
ら
の
字
句
か
ら
な
る
部

分
の

二

つ

に
分
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
奉
行
所
本
を
み
て
み
よ
う
。
「
会
席
議
定
」
は
、

上

部
に
「
会
席
議
　
定
」
と
横
書
き
さ
れ
、
本
文
は
会
合
の
席
上
で
の
心
得
が
簡
略

に
書
か
れ
て
い
る
（
本
文
に
つ
い
て
は
奉
行
所
本
の
記
述
と
「
全
書
」
「
全
集
」
の
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も
の
は
一
致
し
て
い
る
）
。
ま
た
、
こ
の
会
席
議
定
は
「
行
状
突
合
セ
会
席
議
定
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

し
て
独
立
し
た
掛
軸
が
多
数
現
存
し
て
い
る
が
、
こ
の
奉
行
所
本
「
残
す
言
の
葉
集
」

と
は
若
干
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。
旧
八
石
史
料
に
は
自
筆
の
三
幅
が
残
る
が
、
短
文

で
も
あ
り
以
下
に
全
体
を
記
す
。

　
　
　
　
行
状
突
合
セ
会
席
議
定

　
　

会
席
中
　
酒
之
酔
人
無
用
之
事
　
井
二
む
だ
口
ま
く
ひ
か
ず
　
差
出
口
　
穴
さ

　
　
が

し
　
道
友
之
外
他
人
の
う
わ
さ
無
用
之
事
　
附
り
一
人
は
つ
言
す
れ
は
一
統

　
　
静
マ
リ
　
能
々
味
ひ
其
善
悪
を
分
ヶ
知
り
愈
々
其
身
・
・
の
悪
き
を
革
ル
の
学

　
　
ひ

専
一
に
候

　
　
　
　
　
　
　
　
天
保
九
戌
孟
春
革
残
之
　
　
　
大
原
幽
学
（
花
押
）

　
「
会
席
議
定
」
と
し
て
は
書
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
普
及
版
と
し
て
「
行
状
突
合
会

席
議
定
」
が
定
着
し
て
い
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
八
石
史
料
は
す
べ
て
こ
の
天
保
九
年

一
月
と
な
っ
て
お
り
、
「
三
幅
対
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
初
期
の
成
立
を
得
て
、
そ

の

後
門
人
た
ち
の
間
で
定
着
し
て
い
っ
た
書
の
］
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
と
は

逆

に
「
会
合
の
席
に
係
る
二
幅
」
の
も
う
一
幅
は
そ
の
後
登
場
し
な
く
な
っ
て
い
る
。

奉
行
所
本
に
あ
る

　
　
道
者
不
可
須
爽
離

　
　
不
語
怪
力
乱
神

は
、
前
句
が
「
中
庸
」
第
一
章
、
後
句
が
「
論
語
」
述
而
篇
の
引
用
で
あ
る
。
こ
れ

は

「
会
緒
三
幅
」
（
旧
八
石
史
料
I
C
6
）
と
題
さ
れ
た
三
幅
の
う
ち
に
だ
け
確
認

で
き
る
。
「
会
合
の
席
に
係
る
二
幅
」
の
改
訂
版
と
も
と
れ
る
こ
の
「
会
緒
三
幅
」
、

こ
の
書
と
「
行
状
突
合
会
席
議
定
」
と
「
績
善
之
家
必
有
余
慶
」
（
「
周
易
」
か
ら
の

引
用
句
）
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
他
に
例
は
な
く
あ
ま
り
登
用
さ
れ
な
か
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
天
保
九
年
の
成
立
で
あ
る
。

　
　
■
生
涯
心
得
の
事
　
禁
事

　
「
生
涯
心
得
の
事
」
「
禁
事
」
は
本
来
同
じ
出
典
の
史
料
か
ら
成
っ
て
い
る
た
め
こ

こ
で
は
一
緒
に
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
。
こ
の
心
得
は
恐
ら
く
幽
学
の
別
の
短
文
集

で
あ
る
『
心
得
草
』
に
あ
る
「
生
涯
心
得
之
事
」
を
元
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

「全
集
」
二
三
七
頁
に
も
註
と
し
て
「
本
編
は
『
遺
す
言
の
葉
集
』
中
の
『
生
涯
心

得
の
事
』
及
び
『
禁
事
』
と
参
照
し
て
読
む
を
要
す
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
が
「
元
」

で
あ
る
と
の
理
由
は
、
『
心
得
草
』
の
方
に
は
「
天
保
甲
午
夏
残
之
　
實
生
（
花
押
）
」

と
の
署
名
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
『
心
得
草
』
も
や
は
り
各
種
の
文
章
を

収
録

し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
元
に
な
っ
た
文
章
が
存
在
す
る
は
ず

で

あ
る
。
残
念
な
が
ら
今
回
は
現
物
を
確
認
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
文
献
上

で
の

史
料
確
定
を
す
る
こ
と
は
で
き
た
。
『
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
第
十
六
輯

大

原
幽
学
先
生
関
係
書
翰
集
』
六
九
－
七
〇
頁
に
収
録
の
「
生
涯
心
得
之
事
」
（
篠

崎
正
樹
氏
所
蔵
　
香
取
郡
小
見
川
町
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
生
涯
心
得
之

事
」
「
制
禁
」
は
一
点
の
史
料
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
内
容
は
「
全

集
」
に
ぴ
っ
た
り
と
一
致
す
る
。
た
だ
し
書
翰
集
は
「
天
保
甲
子
夏
」
と
あ
る
が

「全
集
」
で
は
「
天
保
甲
午
」
と
の
訂
正
が
な
さ
れ
て
い
る
（
天
保
年
間
に
甲
子
の

干
支
は
な
い
）
。
天
保
甲
午
は
天
保
五
年
で
あ
り
、
こ
の
年
は
幽
学
が
「
性
学
」
と

い

う
語
を
使
い
始
め
た
年
な
の
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
中
に
も
「
性
学
」
と
い
う
語
が

登
場
し
て
い
る
が
、
つ
ま
り
初
期
に
お
け
る
幽
学
の
書
簡
が
こ
の
心
得
の
出
典
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
や
は
り
宛
名
は
記
載
が
な
い
が
、
本
文
中
に
初
期
門
人
で
あ
る

殿
部
田
村
の
南
陽
道
人
の
名
が
見
え
る
。

　
「
全
集
」
の
「
残
す
言
の
葉
集
」
所
収
の
「
生
涯
心
得
の
事
」
は
六
箇
条
「
制
禁
」

三

箇
条
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
奉
行
所
本
で
は
「
制
禁
」
三
箇
条
の
み
が
箇
条
書
き

と
な
っ
て
い
る
。
書
簡
だ
っ
た
も
の
が
幽
学
自
身
の
手
で
体
裁
を
整
え
ら
れ
改
訂
さ

れ

た
も
の
が
「
残
す
言
の
葉
集
」
に
お
さ
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
の
『
心
得

草
』
は
よ
く
知
ら
れ
た
短
文
集
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
世
、
門
人
に
よ
る
編
纂
で
成

立

し
た
も
の
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
奉
行
所
提
出
本
の
中
に
『
心
得
草
』
が
入
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

な
い
こ
と
、
『
心
得
草
』
に
は
幽
学
自
身
の
書
で
な
い
も
の
が
混
入
し
て
い
る
こ
と

に

も
表
れ
て
い
る
。
今
回
、
幽
学
の
三
つ
の
短
文
集
「
残
す
言
の
葉
集
」
「
発
教
録
」

「心
得
草
」
の
う
ち
一
つ
が
漏
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
次
回
へ
の
課
題
と
し
た
い
。
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■
性
理
微
味
乃
極

　
性
学
に
つ
い
て
の
心
構
え
を
記
し
た
ご
く
短
い
文
章
で
あ
る
。
こ
れ
も
幽
学
が
自

ら
の
書
状
を
改
編
し
て
書
い
た
短
文
で
あ
る
。
出
典
は
本
田
元
俊
宛
の
「
性
学
微

味
」
と
題
さ
れ
た
書
簡
（
旧
八
石
史
料
I
1
1
〈
1
＞
）
。
年
号
の
記
載
は
な
い
が
、

幽
学
が
「
實
生
（
花
押
）
」
と
い
う
初
期
の
名
乗
り
で
署
名
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

や
は

り
性
学
初
期
と
考
え
た
い
。
旧
八
石
史
料
の
書
簡
類
で
実
生
と
い
う
署
名
は
天

保
七
年
ま
で
し
か
見
ら
れ
ず
、
以
降
は
「
静
斎
」
「
大
原
」
「
幽
学
」
へ
と
次
第
に
移

行

し
て
い
く
。
「
全
集
」
六
三
〇
頁
に
も
こ
の
書
簡
は
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
■
廻
文

　

こ
れ
は
農
業
の
予
定
表
の
す
す
め
を
説
い
た
文
章
で
、
い
わ
ゆ
る
「
年
中
仕
事
割
」

の

指
導
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
今
の
と
こ
ろ
出
典
史
料
は

確
認
で

き
な
い
。
「
全
書
」
に
「
廻
文
集
」
（
二
六
〇
ー
二
六
三
頁
）
と
い
う
も
の
が

収
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
幽
学
が
道
友
一
統
、
ま
た
は
最
寄
り
の
道
友
連
へ
宛

て

回
覧
せ
し
む
る
為
贈
っ
た
文
章
五
編
を
蒐
集
し
て
「
廻
文
集
」
と
名
付
け
た
も
の

で

あ
る
」
。
こ
の
五
編
の
う
ち
「
残
す
言
の
葉
集
」
の
廻
文
は
重
複
を
避
け
こ
こ
で

は
割
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
解
説
で
明
記
さ
れ
て
い
る
。
「
残
す
言
の
葉
集
」
に
収

録

さ
れ
た
も
の
は
「
干
時
天
保
未
年
正
月
日
　
　
幽
玄
堂
　
静
斎
　
道
友
中
江
」
と

あ
る
た
め
天
保
六
年
で
あ
る
。
「
年
中
仕
事
割
」
の
指
導
は
比
較
的
初
期
に
行
わ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
種
の
目
的
で
書
か
れ
た
「
廻
文
」
は
他
に
も
あ
り
、
幽
学
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

門
人
へ
の
指
導
を
書
き
送
っ
た
回
状
は
数
種
が
現
在
も
残
っ
て
い
る
。

　
　
■
道
友
議
定
誓
約
之
事
・
奥
書
・
再
三

　

こ
れ
は
次
項
で
述
べ
る
。

　
以

上
、
「
残
す
言
の
葉
集
」
は
性
学
初
期
、
ま
だ
微
味
幽
玄
考
な
ど
の
大
著
を
著

す
以
前
、
天
保
七
、
八
年
頃
迄
に
成
立
し
た
も
の
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

3
　
連
中
誓
約
之
事

　
「
全
集
」
三
四
－
三
九
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

　
全
書
本
で
は
事
蹟
に
「
道
友
議
定
の
事
」
と
い
う
表
題
で
ほ
ぼ
同
内
容
の
も
の
が

収
録

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
幽
学
関
係
史
料
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
。
幽
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

が
東
総
を
退
去
す
る
意
向
を
し
め
し
、
関
西
方
面
へ
む
か
っ
た
こ
と
を
惜
し
み
、
門

人

た
ち
が
幽
学
を
引
き
止
め
る
た
め
に
門
人
一
同
が
連
名
で
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
た

前
半
の
部
分
（
天
保
七
年
十
月
）
と
、
こ
れ
に
対
す
る
幽
学
の
奥
書
が
後
半
で
あ
る

（た
だ

し
奥
書
と
称
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
幽
学
の
書
い
た
部
分
に
は
「
全
集
」
に

あ
る
よ
う
な
「
奥
書
」
と
い
う
表
題
は
な
い
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
幽
学
は
東
総
へ
と

ど
ま
る
こ
と
を
決
意
し
た
と
い
う
。
冒
頭
の
部
分
は
い
わ
ゆ
る
「
性
学
十
四
ヶ
条
」

と
よ
ば
れ
て
い
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

　
全
集
本
の
底
本
は
旧
八
石
史
料
の
な
か
に
あ
る
冊
子
「
連
中
誓
約
之
事
」
で
あ
る
。

こ
の
冊
子
の
表
紙
裏
に
は
「
天
保
七
申
十
月
連
中
誓
約
書
　
大
原
先
生
奥
書
有
之
分

松
澤
組
時
分
ヨ
リ
宇
井
君
ヨ
リ
書
類
共
附
達
」
と
書
か
れ
た
付
箋
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

冒
頭
の
十
四
ヶ
条
の
三
番
目
「
賭
諸
勝
負
」
は
「
諸
勝
負
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

「
天
保
七

年
未
十
月
日
」
付
け
の
誓
約
文
の
後
に
続
く
門
人
の
連
名
に
爪
印
が
添
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
が
原
史
料
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
（
た
だ
し
爪

印
の
な
い
も
の
も
数
名
い
る
）
。
門
人
九
二
名
の
署
名
は
、
記
載
順
に
殿
部
田
邑
（
現

千
葉
県
芝
山
町
）
一
名
、
足
洗
村
（
現
同
旭
市
）
八
名
、
松
澤
村
組
（
現
同
干
潟
町
）

三
九

名
、
小
見
河
連
（
現
同
小
見
川
町
）
一
九
名
、
長
沼
村
組
（
現
成
田
市
）
二
四

名
、
そ
し
て
最
後
に
、
再
び
殿
部
田
村
一
名
、
飯
倉
村
一
名
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
原
史
料
で
は
「
足
洗
村
」
の
記
載
は
な
い
。
編
集
時
の
加
筆
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う

か
。
ま
た
こ
の
署
名
部
分
は
よ
く
見
る
と
そ
の
村
ご
と
に
別
の
人
物
の
筆
跡
で
あ
る
。

ま
た
料
紙
を
見
て
も
そ
の
文
字
の
配
置
か
ら
、
こ
れ
が
各
村
ご
と
に
書
か
れ
提
出
さ

れ

た
も
の
を
編
冊
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
各
村
の
間
に
一
頁
の
空
白

が
あ
り
、
例
え
ば
冒
頭
の
殿
部
田
邑
の
一
名
だ
け
で
一
枚
の
料
紙
が
使
わ
れ
て
い
る
。
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ま
た
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
先
祖
株
組
合
の
定
款
の
役
割
を
も
は
た
し
た
も
の
で
あ

る
。
先
祖
株
組
合
と
は
幽
学
の
行
っ
た
代
表
的
な
仕
法
の
ひ
と
つ
。
中
井
信
彦
氏
に

よ
れ
ば
、
幽
学
が
江
戸
か
ら
送
っ
た
「
性
学
同
門
中
子
孫
永
々
相
続
講
」
の
案
文
を
、

門
人
た
ち
が
こ
の
提
案
を
受
け
入
れ
て
契
約
に
加
わ
る
意
向
を
し
め
し
た
の
が
「
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

中
誓
約
之
事
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
案
文
は
「
全
集
」
七
三
六
－
七
三
九
頁
、

書
翰
集
の
道
友
連
宛
の
項
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
該
当
す
る
。
「
全
集
」
に
お

い

て

も
そ
の
註
で
「
本
文
は
『
連
中
誓
約
之
事
』
の
原
文
に
し
て
『
連
中
誓
約
之

事
』
は
こ
れ
を
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
同
日
付
天
保
七
年

九

月
十
三
日
で
出
さ
れ
た
二
通
の
書
翰
史
料
は
、
そ
の
内
容
か
ら
も
も
と
も
と
は
同

封
の

書
簡
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
関
連
性
か
ら
編
者
に
よ
り
ま
と
め
て
掲
載

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
現
在
は
前
半
が
旧
八
石
史
料
「
幽
学
先
生
書
翰
」
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

後
半
が
同
じ
く
「
幽
学
先
生
之
書
」
に
、
別
々
の
巻
子
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
前
半

部
分
は

「
此
書
惣
連
中
の
帳
面
の
見
え
ぬ
所
に
張
附
置
可
給
候
」
ま
で
。
後
半
部
分

は

正

し
く
は

　
　
性
学

同
門
中
子
孫
永
々
相
続
講

　
　
連
中
誓
約
之
事

で
は
じ
ま
る
。

　

さ
て
、
こ
の
永
続
講
が
発
展
し
先
祖
株
組
合
へ
と
な
っ
て
い
く
の
だ
が
、
組
合
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

結
成
す
る
際
の
提
出
書
類
に
つ
い
て
は
渡
辺
隆
喜
「
先
祖
株
組
合
と
性
学
金
融
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
組
合
に
加
入
す
る
際
は
「
連
中
誓
約
」
と
「
為
取
替
置

一
札
」
か
ら
な
る
「
道
友
議
定
誓
約
」
に
署
名
・
爪
印
を
し
役
所
へ
提
出
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
様
式
の
史
料
が
遠
藤
家
の
「
道
友
議
定
誓
約
」
（
天
保
十
一
年
八
月
）
、
成
田

市
荒
海
の
吉
岡
家
「
道
友
議
定
誓
約
一
札
」
（
天
保
十
三
年
十
月
）
で
あ
る
。
前
者

は
長
部
村
、
後
者
は
幡
谷
村
で
の
組
合
結
成
書
類
に
あ
た
る
。
吉
岡
家
史
料
の
も
の

は

冒
頭
の
十
四
ヶ
条
が
他
と
は
異
な
り
「
十
六
ヶ
条
」
と
な
っ
て
お
り
記
述
が
具
体

的
な
の
が
特
徴
で
あ
る
。
遠
藤
家
史
料
は
、
冒
頭
は
前
述
と
同
内
容
、
そ
れ
に
続
く

内
容
は
吉
岡
家
と
同
じ
で
、
全
集
所
収
の
も
の
よ
り
短
く
簡
潔
な
文
章
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
全
書
と
内
容
が
一
致
す
る
。
ま
た
同
種
の
も
の
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）

年
号
を
欠
い
た
写
し
と
み
ら
れ
る
「
道
友
除
株
積
合
控
帳
」
が
、
先
祖
株
組
合
が
組

織
さ
れ
、
金
融
担
当
を
し
て
い
た
諸
徳
寺
村
菅
谷
家
に
の
こ
っ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
「
全
書
」
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
道
友
議
定
の
事
」
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
日
付
が
「
天
保
六
年
九
月
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
幽
学
の
日
記
の
記
述
や
前
出
の

書
簡
か
ら
も
こ
の
日
付
は
あ
り
得
な
い
た
め
恐
ら
く
誤
植
か
と
思
わ
れ
る
。

　
最

後
に
奉
行
所
本
「
残
す
言
の
葉
集
」
に
登
場
す
る
「
道
友
議
定
誓
約
之
事
」

「奥
書
」
「
再
三
」
を
紹
介
す
る
。
「
全
書
」
に
も
こ
の
三
点
が
続
け
て
収
録
さ
れ
て

い

る
こ
と
か
ら
、
奉
行
所
本
、
も
し
く
は
そ
れ
に
類
す
る
史
料
を
底
本
と
し
た
と
推

測
さ
れ
る
。
以
下
、
「
全
書
」
を
も
と
に
校
訂
し
た
も
の
を
挙
げ
る
。

　
　
道
友
議
定
誓
約
之
事

　
　
一
公
儀
御
法
度
始
五
人
組
前
書
被
　
仰
渡
之
願
急
度
可
相
守
儀
は
勿
論
に
候

　
　
一
不
義
密
通
　
　
一
職
行
二
重

　
　
一
女
郎
買
　
一
強
欲
　
一
謀
計
　
一
大
酒

　
　
一
訴
訟
発
頭

　
　
一
巳
倹
約
し
て
人
に
損
亡
か
け
間
敷
事

　
　
一
庖
瘡
は
や
し
或
は
厄
除
風
祭
神
事
祭
礼
念
佛
の
願
に
か
こ
つ
け
た
る
誓
手
躍

　
　
　
或
は
浄
瑠
璃
長
唄
三
味
線
之
類
人
の
心
の
浮
る
る
所
作

　
　
一
産
着
祝
ひ
紐
解
祝
ひ
十
五
祝
ひ
或
は
日
待
庚
申
子
安
講
の
類
ひ
に
か
こ
つ
け

　
　
　
酒
宴
美
味
杯
一
切
催
間
敷
事

右

に
記
す
所
は
勿
論
其
外
怪
力
乱
神
或
は
分
に
雁
せ
ぬ
儀
井
に
奢
ヶ
間
敷
儀
或

は
危
き
商
危
き
身
の
行
ひ
等
い
た
す
に
お
い
て
ハ
子
孫
滅
亡
い
た
す
所
以
の
味

ひ
等
を
承
知
仕
上
は
右
躰
無
道
乃
行
ひ
一
切
仕
間
敷
候
　
も
し
亦
道
友
の
内
右

躰
行
悪
敷
者
有
之
節
は
急
度
可
致
諌
言
事

如
欺
致
誓
約
上
は
私
共
も
し
右
躰
無
道
之
行
仕
事
於
有
之
者
何
程
厳
敷
御
誠
被
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表
2
　
連
中
誓
約
関
連
史
料
一
覧

表
　
題

年
　
次

内
　
容

署
　
名

所
　
蔵

性
学
同
門
中
子
孫
永
々
相
続
講

天

保
七
年
九
月
十
三
日

連
中
誓
約
之
事
（
十
四
ヶ
条
含
む
案
文
）

幽
学
自
身
に
よ
る
定
款
案
に
つ
き
ナ
シ

旧
八
石
史
料

連
中
誓
約
之
事

書
翰
集
「
幽
学
先
生
之
書
」
所
収

道
友
議
定
誓
約
之
事

天

保
七
年
九
月

道
友
議
定
誓
約
之
事
（
十
六
ヶ
条
含
む
全
文
）

ひ

な
型
に
つ
き
ナ
シ

奉
行
所
本
（
遠
藤
家
）

「残
す
言
の
葉
集
」
所
収

奥
書
再
三

連
中
誓
約
之
事

天
保
七
申
十
月

連
中
誓
約
之
事
（
十
四
ヶ
条
含
む
全
文
　
署
名
・

殿
部
田
邑
二
名
、
（
足
川
村
）
八
名
、
松
澤
村
組

旧
八
石
史
料

＊
奥
書
は
天
保
八
年
春

爪
印
）

三
九
名
、
小
見
河
連
一
九
名
、
長
沼
村
組
二
四
名
、

奥
書

飯
倉

村
一
名
計
九
二
名

道
友
議
定
誓
約

天

保
十
一
年
八
月

道
友
中
誓
約
之
事
（
十
四
ヶ
条
含
む
全
文
）

長
部
村
一
〇
世
帯
五
七
名
（
女
性
子
ど
も
含
む
）

遠
藤
家

為
取
替
置
一
札
之
証
（
署
名
・
印
ナ
シ
）

道
友
議
定
誓
約
一
札

天
保
十
三
年
十
月

道
友
中
誓
約
之
事
（
十
六
ヶ
条
含
む
全
文
）

幡
谷
村
一
四
世
帯
五
四
名
（
女
性
子
ど
も
含
む
）

吉
岡
家

為
取
替
置
一
札
之
証
（
署
名
・
世
帯
主
は
実
印
、

他
は

爪
印
）

道
友
除
株
積
合
控
帳

年
欠

道
友
中
誓
約
之
事
（
十
四
ヶ
条
含
む
全
文
）

ナ
シ

菅
谷
家

為
取
替
置
一
札
之
写

22

下
候
共
御
受
申
急
度
相
慎
可
申
候
　
万
一
其
御
誠
相
背
或
は
浮
か
れ
或
ハ
激
し

杯

し
て
右
ヶ
条
之
内
な
ら
ず
と
も
被
致
無
道
行
御
人
は
致
見
捨
二
も
亦
相
互
之

事
二
候
　
時
分
ニ
テ
も
亦
於
致
無
道
行
は
相
見
捨
被
成
　
子
孫
迄
も
滅
亡
候
共

是
全
自
ら
作
せ
る
ハ
御
見
捨
之
儀
少
も
御
怨
申
間
敷
候
議
定
誓
約
仰
テ
如
件

　
　
　

天
保
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
申
九
月
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誰
爪
印

何
村

誰
爪
印

時
干
天
保
六
未
乃
如
月
余
一
度
此
地
を
去
ル
其
後
下
総
道
友
一
統
相
談
の
上
議

定
爪
印
せ
し
由
江
戸
表
へ
申
送
り
是
に
奥
書
を
乞
余
則
悦
て
奥
書
す
る
も
の
也

　
　
　
　

奥
書

民

な
る
者
万
々
歳
名
全
く
す
る
事
の
及
ひ
難
き
所
以
ハ
常
に
演
へ
た
る
所
也

尭
舜
文
周
乃
後
す
ら
暗
君
の
代
と
な
り
て
ハ
亡
ひ
た
り
況
や
我
等
如
き
者
言
を
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残
す
と
も
書
残
す
と
も
各
々
か
々
孫
々
を
何
ソ
有
タ
し
む
る
所
以
あ
ら
ん
や
鳴

呼
定
め
無
き
ハ
世
の
な
ら
ひ
な
り
　
然
レ
共
余
か
常
に
語
る
我
朝
に
は
万
代
不

易
の
御
法
り
有
り
且
今
天
下
泰
平
乃
御
代
な
れ
ハ
各
々
志
に
よ
つ
て
永
続
の
法

則
立

へ
し
　
其
所
以
は
柳
五
人
か
十
人
の
家
内
の
者
を
修
る
身
分
故
各
々
我
朝

の

御
法
り
を
慕
ひ
奉
り
て
道
の
為
に
功
有
る
人
の
子
孫
ハ
何
さ
ま
よ
ろ
し
か
ら

す
と
も
我
子
に
替
て
も
信
を
蓋
し
導
く
事
相
互
ひ
に
す
へ
し
　
其
互
ひ
に
す
る

事
三
世
乃
中
廃
セ
さ
れ
ハ
則
其
家
名
永
続
の
法
則
と
成
ル
へ
し
　
然
共
其
三
世

の

中
を
廃
セ
さ
る
に
は
先
ツ
面
々
乃
子
を
育
つ
る
に
道
友
の
言
ハ
微
し
も
背
く

事
は
な
ら
ぬ
も
の
な
り
と
思
ふ
に
育
て
置
か
す
む
ハ
あ
る
へ
か
ら
づ
故
に
必
先

ツ

己

レ
に
道
友
乃
言
ハ
微
シ
も
背
か
す
し
て
日
々
是
を
見
セ
て
以
て
子
を
育
て

へ
し
　
し
か
し
て
以
て
議
定
誓
約
を
能
守
り
三
代
を
過
き
是
を
四
代
に
押
移
さ

ハ
則
永
続
と
成
る
へ
し
　
　
亦
世
乃
人
は
四
代
乃
中
の
危
か
ら
さ
る
を
以
て
議

定
誓
約
を
守
る
道
友
多
く
成
る
へ
し
以
て
万
々
歳
家
名
全
か
る
へ
し
庶
人
に
お

い
て

是

に
ま
さ
る
孝
行
あ
る
へ
か
ら
す

是
等
の
法
則
も
消
滅
す
る
所
以
の
多
き
事
数
を
知
ら
す
然
共
其
あ
ら
ま
し
を

以
て

万
通

す
れ
ハ
掌
を
指
す
か
如
く
に
悉
く
能
知
れ
る
也
　
故
に
其
あ
ら
ま

し
を
記
す
も
の
な
り
　
必
ず
怠
り
無
く
常
に
事
変
に
能
押
て
知
る
へ
し

第
一
に
は
自
分
の
身
代
を
自
分
の
好
き
勝
手
に
す
る
事
次
に
ハ
各
々
議
定
す

る
所
の
ヶ
条
也
　
又
世
に
秀
て
た
る
富
貴
と
な
ら
ハ
極
て
危
し
き
無
く
と
も
当

時
慢
学
発
向
故
各
々
か
子
孫
に
も
書
を
能
読
者
出
て
も
し
慢
学
に
移
ら
ハ
聖
人

の

語
を
も
て
我
意
を
演
へ
杯
果
し
て
法
則
を
失
ふ
事
も
あ
る
へ
し
　
是
等
の
類

ひ

証
拠
を
以
て
常
に
伝
へ
置
き
た
る
事
故
予
か
無
き
後
道
友
の
宿
会
に
は
必
々

其
衆
説
を
以
て
予
か
一
人
の
言
ハ
を
択
ふ
へ
し
　
然
る
に
お
い
て
は
其
極
は
予

か

十
倍
の
智
慧
は
る
也
試
し
有
り
故
に
必
々
微
し
も
我
意
を
用
ふ
る
事
勿
れ

必
議
定
誓
約
を
堅
固
に
守
り
て
是
を
三
代
後
に
自
然
と
押
移
の
外
念
ふ
事
勿
レ

疑
ふ
事
勿
レ
惑
事
勿
レ

　
世
上

に
所
謂
傳
授
の
微
妙
と
い
ふ
ハ
何
れ
も
皆
常
の
言
に
有
る
者
也

　
予
か
常

に
語
り
し
事
毎
を
以
て
極
む
へ
し

故
に

　
　
　
　
　

再
三

　
　
　
予
が
常

に
云
ふ
各
々
か
今
思
所
ハ
其
子
孫
生
涯
思
ふ
事
の
種
と
成
る
也
　
然

　
　
　
ハ
事
ハ
替
と
い
へ
と
も
意
は
其
子
々
孫
々
の
心
に
其
儘
に
伝
る
也
自
分
の

　
　
　
身
代
も
自
分
の
子
供
も
自
分
の
好
き
勝
手
に
な
ら
ぬ
こ
そ
極
て
永
続
の
原
也

　
奉
行
所
本
の
一
条
目
は
他
の
史
料
で
は
例
が
な
く
、
裁
判
提
出
用
に
付
け
加
え
ら

れ

た
項
目
と
も
読
み
取
れ
る
。
尚
、
連
中
誓
約
に
関
連
す
る
史
料
の
一
覧
を
挙
げ
た

（表
2
）
。
現
存
は
し
な
い
も
の
の
、
恐
ら
く
組
合
が
結
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
九
ヶ

（7
5
）
村
で

は
同
様
の
書
類
が
作
成
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

4
　
微
味
幽
玄
考

　
「
全
書
」
前
編
一
ー
八
］
頁
。
「
全
集
」
四
〇
ー
一
四
二
頁
。
「
全
書
」
で
は
「
分

相
応
」
（
一
四
七
－
一
七
五
頁
）
が
独
立
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ず
と
知
れ

た
幽
学
の
主
著
で
あ
る
。
こ
の
大
著
に
つ
い
て
は
、
中
井
信
彦
『
日
本
思
想
体
系
5
2

　
二
宮
尊
徳
　
大
原
幽
学
』
の
成
果
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
微
味
幽
玄
考
」
と
「
義

論
集
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
解
説
で
あ
る
「
微
味
幽
玄
考
」
と
大
原
幽

学
」
に
お
い
て
、
こ
の
著
に
つ
い
て
は
徹
底
的
な
史
料
確
定
が
さ
れ
て
お
り
非
常
に

信
頼
の
お
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
項
の
詳
細
は
こ
の
書
に
譲
り
た
い

と
思
う
。
そ
の
概
略
を
以
下
に
記
す
。

　
　
　
　
　
　
（
7
6
）

　
「
全
集
」
の
解
説
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
「
幽
学
乃
ち
第
五
巻
以
後
に
記
述
す
べ
か
り
し
と
こ
ろ
を
要
約
し
て
『
子
育
編
』
を

筆
・
し
、
且
つ
会
て
草
せ
し
と
こ
ろ
の
古
三
巻
及
び
『
議
論
集
』
全
四
巻
と
合
わ
せ
て

九

巻

と
為
し
、
自
ら
手
製
の
秩
を
作
り
、
表
に
『
八
石
種
本
』
と
自
著
し
て
後
に
遺

た
。
今
八
石
性
理
学
会
に
伝
る
も
の
は
則
ち
こ
れ
で
あ
っ
て
」
（
＊
後
略
）
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そ
し
て
、
こ
の
「
八
石
種
本
」
を
底
本
と
し
、
古
三
巻
を
「
子
育
編
」
に
な
ら
っ

て

「
分
相
応
編
」
と
名
付
け
、
全
六
巻
、
つ
ま
り
一
上
下
、
二
、
三
、
四
、
子
育
編
、

分
相
応
編
（
古
三
巻
）
と
い
う
構
成
で
収
録
さ
れ
た
と
あ
る
。

　
中
井
氏
は
こ
の
種
本
を
「
遠
藤
良
左
衛
門
亮
規
の
手
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
」
写
し

で

あ
る
こ
と
を
当
時
の
八
石
性
理
学
会
に
赴
き
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
既
に
、

分
相
応
編
で
あ
る
古
三
巻
は
発
見
さ
れ
ず
、
ま
た
現
在
に
い
た
っ
て
も
そ
の
所
在
は

確
認
で
き
て
い
な
い
。
残
念
な
こ
と
に
、
そ
の
「
八
石
種
本
」
も
現
在
は
所
在
が
不

明
と
な
っ
て
い
る
。

　
中
井
氏
が
採
用
し
た
の
が
前
述
の
「
奉
行
所
本
」
で
あ
る
。
一
ノ
上
、
一
ノ
下
、

二
、
三
、
四
を
奉
行
所
本
よ
り
採
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
奉
行
所
本
に
含
ま
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

な
か
っ
た
子
育
編
は
、
入
石
史
料
の
巻
子
「
性
学
幽
玄
考
六
古
調
下
タ
書
」
と
「
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
）

玄
考
古
キ
調
下
書
数
々
」
「
微
味
幽
玄
考
三
古
ル
調
井
古
調
下
タ
書
、
尋
可
来
名
前

　
　
　
　
　
　
　
（
7
9
）

書
、
信
州
大
地
震
記
」
の
幽
学
自
筆
稿
で
あ
る
三
巻
を
底
本
と
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
当
時
す
で
に
原
本
が
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
分
相
応
編
（
古
三
巻
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
8
0
）

「
全
集
」
解
説
で
「
本
書
は
『
八
石
種
本
』
底
本
と
し
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校

教
授
文
学
博
士
石
川
譲
・
千
葉
県
香
取
郡
古
城
村
寺
嶋
慶
一
・
千
葉
市
市
原
照
及
び

長
野
県
佐
久
郡
小
諸
町
小
山
栄
助
等
諸
氏
の
所
蔵
本
に
拠
り
て
厳
密
に
校
訂
し
」
と

書
か
れ
て
い
る
。
中
井
氏
は
最
終
的
に
は
故
石
川
謙
氏
が
筆
写
し
た
「
微
味
幽
玄
考

古
三
」
に
よ
る
原
稿
と
、
奉
行
所
本
の
な
か
の
分
相
応
編
の
冒
頭
に
相
当
す
る
「
三

分
之
一
二
御
座
候
」
と
か
か
れ
た
微
味
幽
玄
考
三
を
も
と
に
、
底
本
と
し
て
採
用
し

　
　
（
8
1
）

て

い
る
。

　
現
在
の
旧
八
石
史
料
に
は
自
筆
の
「
微
味
幽
玄
考
」
完
成
稿
は
存
在
し
な
い
。
幽

学
自
筆
の
書
簡
・
草
稿
類
は
あ
る
時
期
に
貼
り
ま
ぜ
て
巻
子
仕
立
て
に
さ
れ
て
伝
来

さ
れ
て
き
た
。
前
述
の
中
井
氏
が
子
育
編
と
し
て
採
用
し
た
巻
子
も
こ
の
中
の
一
部

で

あ
る
。
「
全
書
」
巻
末
に
あ
る
明
細
目
録
に
す
で
に
記
載
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
こ
の
編
集
以
前
に
す
で
に
現
在
の
形
に
仕
立
て
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
巻
子

　
　
　
（
8
2
）

の

二
十

巻
が
微
味
幽
玄
考
も
し
く
は
そ
れ
に
類
す
る
著
作
の
草
稿
で
あ
る
。
「
性
学

趣
意
」
↓
「
性
学
微
味
考
」
↓
「
性
理
学
幽
玄
考
」
↓
「
微
味
幽
玄
考
」
と
い
う
過

程
で

こ
の
著
が
成
立
し
た
と
中
井
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。

　
旧
八
石
史
料
の
な
か
で
、
浄
写
本
と
い
え
る
も
の
は
現
在
二
種
類
が
伝
っ
て
い
る
。

一
つ
は

文
久
二
年
七
月
、
高
弟
で
あ
る
諸
徳
寺
村
の
菅
谷
政
俊
（
幸
左
衛
門
）
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
）

る
も
の
で
、
一
（
上
下
）
～
四
、
子
育
編
か
ら
な
る
五
冊
。
こ
れ
は
統
一
し
た
表
装
が

施

さ
れ
た
体
裁
の
も
っ
と
も
状
態
の
整
っ
た
浄
写
本
で
あ
る
。

　
二

つ
目
は
、
同
じ
く
諸
徳
寺
村
の
菅
谷
又
左
衛
門
に
よ
る
一
（
上
）
（
下
）
～
五
か

ら
な
る
六
冊
。
第
五
巻
表
紙
に
は
「
子
育
テ
ノ
部
」
と
あ
る
。
一
ノ
上
の
巻
末
に
「
明

治
元
辰
年
初
寒
写
」
、
第
三
巻
の
表
紙
に
は
「
弘
化
二
巳
十
月
十
五
日
調
」
と
あ
る
。

こ
ち
ら
は
、
全
冊
揃
っ
て
は
い
る
が
、
朱
書
き
の
書
き
込
み
、
多
量
の
付
箋
が
認
め

ら
れ
る
。

　
実
は
こ
の
「
微
味
幽
玄
考
」
は
「
全
書
」
の
底
本
と
な
っ
た
浄
写
本
で
あ
る
と
思
わ

れ

る
。
そ
の
根
拠
は
そ
の
朱
書
き
の
書
き
込
み
と
付
箋
に
あ
る
。
筆
に
よ
る
朱
書
き

の

加
筆
訂
正
部
分
は
、
そ
の
ま
ま
「
全
書
」
の
内
容
と
ぴ
っ
た
り
と
一
致
す
る
か
ら

だ
。
例
え
ば
、
「
全
書
」
中
の
「
第
一
章
総
論
」
に
は
じ
ま
る
章
立
て
、
「
第
四
章

第
三
項
武
士
道
は
神
代
よ
り
伝
来
し
た
る
御
法
の
道
な
り
」
と
い
っ
た
項
目
や
節
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
4
）

全
て

こ
の
加
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
年
号
や
「
又
左
衛
門
主
」
「
菅
谷
荒
辺
田
」
と

い

っ

た
署
名
部
分
に
は
線
が
引
か
れ
た
り
「
印
刷
二
及
ハ
ス
」
と
の
指
示
も
み
ら
れ

る
。
つ
ま
り
こ
の
冊
子
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
校
訂
を
行
っ
た
跡
が
は
っ
き
り
と
確
認

で
き
る
の
で
あ
る
（
お
そ
ら
く
「
全
書
」
編
執
筆
者
で
あ
る
高
木
千
次
郎
か
）
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
「
八
石
種
本
」
と
「
古
三
巻
」
の
所
在
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が

待
た
れ
る
。

5
　
規
式
解

　
全
書
本
に
は
「
儀
式
」
と
し
て
掲
載
。
後
編
六
六
ー
七
八
頁
。
「
全
集
」
一
四
三

－
一
五
三
頁
。
正
月
の
食
事
や
飾
り
付
け
な
ど
を
解
説
し
た
も
の
で
、
「
全
集
」
に
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よ
れ
ば
「
普
通
の
歳
時
記
に
記
せ
る
も
の
と
そ
の
趣
を
異
に
し
て
、
国
民
的
倫
理
的

価
値
に
重
点
を
置
き
て
説
け
る
は
、
幽
学
独
特
の
解
説
」
。
「
全
書
」
「
全
集
」
と
も

同
一
。
正
月
に
つ
い
て
の
前
文
に
続
き
、
式
日
、
雑
煮
式
、
締
縄
、
鏡
餅
、
竹
、
樫

炭
、
橿
、
譲
葉
、
鳳
尾
草
、
昆
布
、
島
海
老
、
田
作
、
七
草
目
録
、
七
草
の
規
式
、

十

五

日
規
式
の
項
目
が
あ
り
、
そ
の
意
義
役
割
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
底
本
は
残
念
な
が
ら
未
見
で
あ
る
。
以
下
に
現
存
史
料
を
挙
げ
た
い
。
ま
ず

は

奉
行
所
本
か
ら
だ
が
、
こ
の
表
題
は
上
貼
り
で
「
規
式
解
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

用
紙
裏
か
ら
元
の
表
題
で
あ
る
「
義
式
解
」
が
確
認
で
き
る
。
他
の
稿
本
で
も
「
義

式
解
」
と
の
表
題
の
も
の
が
残
っ
て
い
る
が
、
成
立
当
初
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
だ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
「
全
書
」
の
よ
う
な
「
儀
式
」
と
し
て
の
史
料
は
現
存

し
な
い
の
で
、
こ
れ
は
編
者
に
よ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
因
み
に
こ
の
表
現
に
つ
い

て

は
、
表
題
だ
け
で
な
く
本
文
中
で
も
、
初
期
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
稿

本
、
下
書
き
な
ど
は
規
式
で
は
な
く
義
式
と
な
っ
て
い
る
。
さ
て
記
述
に
つ
い
て
は

若
干
の
文
言
の
違
い
も
あ
る
が
、
最
も
大
き
な
相
違
は
最
後
に
「
組
重
」
「
菜
の
物
」

と
い
う
項
目
が
続
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
に
未
掲
載
の
全
文
を
記
す
。

　
　
　
　
　
組
重

　
　
　
酢
牛
募
　
数
ノ
子
　
田
作
煮
付
　
煮
豆

　
　
是

を
重
箱
一
組
に
詰
置
き
五
ヶ
日
の
中
客
人
来
れ
ハ
屠
蘇
の
口
取
に
す
へ
し

　
　
尤
家
内
の
者
も
是
を
用
ひ
正
月
中
客
人
の
吸
い
物
は
雑
煮
也

　
　
　
菜
の
物

　
牛
蓼
　
人
参
　
大
根
　
黒
竿
　
焼
豆
腐

此
の

五

品
を
煮
付
置
き
客
人
の
膳
分
も
家
内
の
者
も
平
に
是
を
盛
ル
也

是

高
百
石
め
以
下
三
十
石
め
以
上
の
株
の
者
家
例
と
す
べ
し
　
三
十
石
め
以
下

は
是
を
半
減
す
べ
し
　
無
株
の
者
ハ
組
重
無
し
菜
ば
か
り
を
吉
事
と
す

正

月
規
式
は
上
々
方
杯
に
も
食
る
る
物
も
飾
り
物
も
皆
農
民
の
用
ひ
る
品
々
の

　
　

み
也
　
然
れ
ハ
農
民
は
な
を
少
し
に
て
も
奢
の
意
有
レ
ハ
既
に
天
符
を
蒙
る
へ

　
　

し
　
必
々
愛
中
に
て
規
式
す
る
事
な
か
れ

　

こ
の
部
分
は
他
の
稿
本
に
も
見
ら
れ
る
。
旧
八
石
史
料
の
な
か
で
は
、
奉
行
所
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
）

と
同
内
容
の
写
本
に
よ
る
完
成
稿
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
同
様
に
こ
の
二
項

目
は
登
場
し
て
い
る
。
諸
徳
寺
の
菅
谷
家
に
は
明
治
期
の
写
本
「
規
式
解
」
「
義
式

（8
6
）
解
」
の
二
冊
が
あ
る
が
、
や
は
り
こ
の
二
項
目
は
あ
る
。
同
じ
く
菅
谷
家
に
「
正
月

元
旦
之
規
式
」
（
こ
れ
も
「
義
」
を
訂
正
し
た
跡
あ
り
）
と
い
う
表
題
の
史
料
が
あ

る
。
こ
れ
は
ほ
ぼ
規
式
解
と
同
じ
意
義
で
書
か
れ
た
恐
ら
く
そ
の
前
段
階
の
書
で
あ

る
。
内
容
も
規
式
解
の
記
述
を
簡
易
に
し
た
も
の
で
ほ
と
ん
ど
が
重
な
る
の
だ
が
、

こ
れ
に
は
こ
の
二
項
目
は
登
場
し
な
い
。
同
種
の
も
の
が
書
か
れ
た
可
能
性
は
あ
り
、

つ

ま
り
「
全
集
」
「
全
書
」
の
底
本
と
な
っ
た
稿
本
も
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
見

い

だ
せ
る
。
し
か
し
編
纂
時
に
こ
れ
ら
複
数
の
稿
本
の
う
ち
い
ず
れ
か
は
確
認
し
え

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
や
は
り
こ
の
部
分
が
何
故
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
か
は

判
然
と
し
な
い
。
菅
谷
家
の
「
規
式
解
」
は
「
明
治
二
年
霜
月
　
手
習
所
」
と
の
署

名
が
入
っ
て
お
り
、
幽
学
の
こ
う
し
た
著
作
に
類
し
た
も
の
を
没
後
も
教
本
と
し
て

使

用
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
で
も
あ
る
。

6
　
発
教
録

　
「
全
書
」
前
編
一
八
七
ー
一
九
八
頁
。
「
全
集
」
一
五
四
ー
一
六
三
頁
。

　
「
全
書
」
の
全
体
を
通
し
て
み
ら
れ
る
編
者
に
よ
る
独
自
の
章
立
て
以
外
は
、
「
全

書
」
「
全
集
」
共
に
一
致
す
る
。

　

こ
れ
も
「
遺
す
言
の
葉
集
」
同
様
に
短
文
集
で
あ
り
、
家
内
没
落
の
種
九
ヶ
条
、

上

方
・
関
東
の
違
い
を
述
べ
た
文
章
に
続
き
、
性
学
の
心
得
を
箇
条
書
き
に
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
発
教
録
」
も
他
の
著
作
類
の
よ
う
に
、
後
世
の
門
人
に
よ

る
写
本
が
数
冊
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
奉
行
所
本
に
あ
る
自
筆
「
発
教
録
」
を
の
ぞ
け
ば
、
自
筆
の
完
成
稿
は
な
く
僅
か

　
　
　
（
8
7
）

な
下
書
き
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
千
葉
県
内
務
部
編
『
大
原
幽
学
』
に
よ
れ
ば
「
発
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表

3
　
家
の
不
和
・
没
落
要
因
の
比
較

一 一 一微 発 分
味 教 相
幽 録 応
玄 L L
考

L
強
欲

色 淫

欲 犯

飲
酒

遊
楽

我 慢
慢 心

薄

情

吝 吝
薔 薔

疑
惑

愛
溺

負 屓
惜 吝

浮
気

放
蕩

惰
弱

柔
弱

未

練

＊
『
二
宮
尊
徳
・
大
原
幽
学
集
』
二
四
五
頁
よ
り

教
録

は
、
幽
学
の
思
想
を
見
る
に
便
宜
な
る
語
録
な
れ
ど
も
、
多
く
は
散
失
し
、
残

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
8
）

れ

る
も
の
は
巻
五
の
み
な
り
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
つ
ま
り
他
に
も
、
少
な
く
と
も

四

巻
ま
で
が
書
か
れ
た
か
、
も
し
く
は
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
い

ず
れ
に
し
ろ
、
「
全
書
」
増
補
版
の
編
纂
時
に
は
こ
の
「
五
ノ
巻
」
の
み
だ
っ
た
の

だ

ろ
う
。
後
世
の
写
本
も
こ
れ
以
外
は
見
あ
た
ら
な
い
。
「
全
集
」
に
は
「
五
巻
」
の

表
記
す
ら
な
い
。
現
存
す
る
稿
本
の
冒
頭
が
「
五
ノ
巻
」
で
は
じ
ま
る
も
の
が
あ
る

の

は
こ
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
年
号
が
記
載
の
も
の
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら

ず
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
本
文
の
中
に
「
然
れ
ど
も
議
定
誓
約
杯
に
一
旦
は
命

を
も
惜
ま
ざ
る
勢
ひ
な
れ
ど
も
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
定
誓
約
が
出
さ
れ
た
天
保

七
年
以
降
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
「
全
集
」
の
発
教
録
を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
。
「
家
内
破
と
成
る
種
の
有
り
。
ま
た

破

と
な
ら
ず
と
も
没
落
す
る
種
多
し
。
是
を
九
箇
條
に
縮
め
る
」
に
は
じ
ま
り
、
「
慢

心
　
薄
情
　
吝
薔
　
色
欲
　
飲
酒
　
疑
惑
　
愛
溺
　
屓
吝
　
浮
気
」
と
、
そ
れ
に
続

き
関
東
、
上
方
の
気
質
に
つ
い
て
の
文
章
が
あ
る
。
こ
の
部
分
は
ど
の
稿
本
も
記
述

が
一
致
す
る
。
で
は
「
発
教
録
」
の
大
部
分
を
占
め
る
後
半
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
性

学
の
教
え
が
書
か
れ
た
後
半
部
分
は
、
「
全
集
」
「
全
書
」
の
な
か
で
は
八
十
三
箇
条

を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
、
「
発
教
録
　
種
」
と
題
さ
れ
た
奉
行
所
本
は
と
い
う
と
、
「
全
集
」
と
比
較

す
る
と
奉
行
所
本
は
四
箇
条
多
い
八
十
七
箇
条
、
つ
ま
り
八
十
三
箇
条
は
全
く
同
じ

内
容
だ
が
、
各
所
に
そ
れ
以
外
の
条
文
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
「
全
集
」
本
の
八
十

三

箇
条
を
番
号
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
を
挙
げ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
●
一
（
女
子
小
人
杯
を
近
づ
け
て
…
）
の
前

　
　
○

己
レ
に
勤
ル
ハ
人
を
導
く
本
原
也

　
●
七
十
四
（
親
の
悦
ぶ
顔
を
見
る
を
楽
み
と
す
る
は
…
）
と
七
十
五
（
極
寒
に
地

　
　
中
の
温
な
る
は
…
）
の
間

　
　
○
親
を
売
て
喰
ふ
鬼
子
有
り
子
を
売
る
有
り

　
　
○
心
ハ
太
極
ナ
レ
共
気
を
以
て
偏
と
成
る

　
●
八
十
三
（
子
育
上
の
精
を
受
た
る
と
…
）
の
後

　
　
○
定
悪
ほ
れ
の
ヶ
条
知
ら
す

　
ま
た
、
「
全
集
」
で
い
え
ば
、
二
十
箇
条
目
に
あ
た
る
部
分
の
あ
た
ま
に
「
消
長

論
序
」
と
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
奉
行
所
本
だ
け
に
あ
る
記
述
で
あ
る
。

　
「
全
書
」
「
全
集
」
に
最
も
近
い
記
述
の
史
料
が
、
千
葉
県
立
中
央
図
書
館
所
蔵
の

　
　
（
8
9
）

「発
教
録
」
で
あ
る
。
冒
頭
に
「
五
ノ
巻
」
と
あ
る
以
外
は
記
述
、
改
行
、
段
落
構

成
が
一
致
し
、
こ
れ
を
底
本
と
し
た
可
能
性
が
高
い
。
千
葉
県
立
中
央
図
書
館
所
蔵

史
料
は
遠
藤
亮
規
の
手
に
よ
る
写
本
が
多
く
、
こ
れ
も
体
裁
な
ど
か
ら
判
断
す
る
と

お
そ
ら
く
遠
藤
の
も
の
だ
ろ
う
。
中
央
図
書
館
本
は
「
全
集
」
よ
り
二
箇
条
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
奉
行
所
本
の
七
十
四
ー
七
十
五
の
間
に
挿
入
さ
れ
て
い
る

二

つ
と
同
じ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
0
）

　
他
の

写
本
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
菅
谷
順
司
家
蔵
の
「
発
教
録
」
は
慶
雁
三
年
神

無
月
の
写
本
で
中
央
図
書
館
本
と
同
一
。
遠
藤
三
男
家
蔵
の
「
発
教
録
　
完
」
「
発

　
（
9
1
）

教
録
」
、
は
、
五
巻
の
記
述
は
な
し
。
「
全
集
」
で
登
場
し
な
い
二
箇
条
（
○
親
を
売

て

喰
ふ
鬼
子
有
り
子
を
売
る
有
り
、
○
心
ハ
太
極
ナ
レ
共
気
を
以
て
偏
と
成
る
）
が
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一
箇
条
と
し
て
ま
と
め
て
記
載
さ
れ
て
い
る
以
外
は
、
や
は
り
中
央
図
書
館
本
と
同

系
統
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
省
略
さ
れ
た
二
箇
条
は
相
応
し
く
な
い
と
の
判
断
で
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
2
）

集
者
が
欠
落
さ
せ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
「
発
教
録
」
の
成
立
は
比
較
的
初
期
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
木
村
礎
氏

に
よ
れ
ば
、
上
方
と
関
東
と
の
比
較
は
、
多
分
幽
学
が
関
東
に
入
っ
て
間
も
な
く
の

も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
し
、
「
発
教
録
」
に
は
「
性
学
趣
意
」
の
メ
モ
的
な
要
素
が
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
発
教
録
」
の
冒
頭
の
箇
条
は
よ
く
知
ら
れ
た
「
性
学
十
四
ヶ

条
」
と
し
て
知
ら
れ
る
「
連
中
誓
約
之
事
」
を
連
想
す
る
が
、
そ
の
記
述
と
も
ま
た

性
質
を
異
に
し
て
い
る
。
幽
学
の
案
文
で
あ
る
連
中
誓
約
に
は
「
博
突
　
不
義
密
通

諸

勝
負
職
業
二
重
女
郎
買
強
欲
謀
計
大
酒
訴
訟
発
頭
誓
或
は
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
3
）

踊
・
浄
瑠
璃
・
長
唄
・
三
味
線
之
類
　
人
の
心
の
浮
か
な
る
所
作
」
と
あ
る
。
こ
れ

に
は
よ
り
具
体
的
な
行
動
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
性
学
初
期
の
「
連
中
誓
約
之
事
」

（天
保
七
年
十
月
）
よ
り
も
以
前
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

　
思
想
、
内
容
に
つ
い
て
の
言
及
は
本
旨
で
な
い
が
、
『
世
界
教
育
宝
典
　
二
宮
尊

徳
・
大
原
幽
学
集
』
で
は
、
家
庭
の
不
和
・
家
の
没
落
を
招
く
原
因
に
つ
い
て
の
記

述

を
比
較
し
て
い
る
の
で
紹
介
し
た
い
（
表
3
参
照
）
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
分
相

応
」
が
主
と
し
て
非
道
徳
的
な
行
為
に
、
「
微
味
幽
玄
考
」
が
精
神
の
態
度
に
、
そ

れ
ぞ
れ
家
の
没
落
原
因
を
求
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
発
教
録
」
は
そ
の
中
間
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
4
）

な
位
置
づ
け
に
属
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
で
い
え
ば
「
連
中
誓
約
之
事
」
は
は
っ

き
り
と
行
為
主
義
で
あ
る
と
い
え
る
。
「
発
教
録
」
は
、
精
神
性
の
「
微
味
幽
玄
考
」
、

具
体
的
な
処
世
態
度
で
あ
る
「
連
中
誓
約
」
へ
と
繋
が
る
通
過
点
で
生
ま
れ
た
書
で

あ
る
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

以

上
、
奉
行
所
本
と
し
て
伝
わ
る
も
の
を
中
心
に
史
料
的
確
定
を
試
み
た
。
一
部

へ
の
偏
り
、
誤
り
、
追
跡
不
足
は
筆
者
の
力
の
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
後
の

研
究
、
発
見
を
待
ち
た
い
と
思
う
。
本
稿
が
そ
の
た
め
の
い
く
ば
く
か
の
足
が
か
り

と
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

註（
1
）
　
「
大
原
幽
学
と
改
心
楼
乱
入
事
件
i
「
牛
渡
村
一
件
」
の
真
相
1
」
七
一
頁
。

（
2
）
　
『
歴
史
科
学
と
教
育
　
第
一
八
号
』
所
収
。

（
3
）
　
写
真
や
遺
品
類
な
ど
の
解
説
も
後
の
幽
学
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
以
後
の

　
　
こ
う
し
た
解
説
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
の
書
籍
を
根
拠
と
し
て
い
る
。

（
4
）
　
「
全
書
」
に
あ
る
「
性
理
学
実
行
評
論
」
「
山
崎
氏
の
検
査
書
」
な
ど
の
没
後
の
有
益
な
資

　
　
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
5
）
　
「
全
書
」
の
な
か
で
幽
学
の
仕
法
の
一
つ
で
あ
る
正
条
植
に
つ
い
て
の
解
説
で
「
幽
学
翁
の

　
　
正
條
植
の
方
法
は
概
し
て
実
地
に
就
て
教
へ
た
る
も
の
に
し
て
別
に
書
き
残
し
た
る
も
の
無

　
　
け
れ
ば
其
詳
細
を
知
る
を
能
は
ず
故
に
今
其
子
孫
の
口
傳
説
に
基
き
其
の
大
略
を
記
さ
ん
と

　
　
す
」
（
後
編
一
九
頁
）
と
あ
る
。
こ
う
し
た
性
格
を
全
書
は
内
包
し
て
い
る
。
仕
法
の
行
わ
れ

　
　
た
年
代
に
つ
い
て
も
誤
り
が
わ
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
正
条
植
の
図
（
「
全
書
」
後
編
二
三

　
　
頁
）
や
耕
地
整
理
の
略
図
（
後
編
二
二
頁
）
な
ど
よ
く
参
照
さ
れ
る
図
版
も
み
ら
れ
る
。

（
6
）
　
木
村
礎
氏
「
性
学
仕
法
の
基
礎
的
考
察
」
（
『
駿
台
史
学
』
四
一
号
）
、
松
澤
和
彦
氏
「
大
原

　
　
幽
学
日
記
（
全
集
本
）
の
検
討
i
特
に
「
道
の
記
』
『
性
学
日
記
』
『
口
ま
め
草
』
に
つ
い
て
」

　
　
（
『
駿
台
史
学
』
四
一
号
所
収
）
、
松
丸
明
宏
氏
「
大
原
幽
学
の
教
育
実
践
ー
日
記
の
分
析
を
中

　
　
心
と
し
て
」

（
7
）
　
木
村
礎
編
『
大
原
幽
学
と
そ
の
周
辺
』
（
八
木
書
店
）
二
〇
頁
　
以
下
『
周
辺
』
と
す
る
。

（
8
）
　
『
ひ
か
た
の
歴
史
と
民
俗
』
第
四
号
　
大
原
幽
学
記
念
館
／
干
潟
歴
史
民
俗
研
究
会

（
9
）
　
本
拠
地
長
部
の
門
人
た
ち
が
中
心
と
な
り
、
幽
学
の
顕
彰
と
農
事
改
良
の
奨
励
指
導
と
遺

　
　
跡
の
永
久
保
存
を
目
的
と
し
、
明
治
四
十
年
二
月
二
十
七
日
内
務
大
臣
の
認
可
を
得
て
財
団

　
　
法
人
八
石
性
理
学
会
を
設
立
。
こ
れ
は
内
部
で
の
派
閥
抗
争
や
時
代
の
変
化
に
よ
る
必
然
的

　
　
な
帰
結
と
み
る
。
八
石
（
は
ち
こ
く
）
と
は
幽
学
が
住
ん
で
い
た
長
部
村
の
字
名
を
と
っ
た

　

も
の
。
こ
の
稿
を
執
筆
し
て
い
る
現
在
（
二
〇
〇
三
年
四
月
）
、
同
会
は
そ
の
役
目
を
終
え
た

　
　
と
し
て
解
散
の
方
向
で
話
し
合
い
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

（
1
0
）
　
『
周
辺
』
木
村
礎
氏
、
藤
田
昭
造
氏
に
よ
る
「
第
四
編
　
幽
学
没
後
の
東
総
社
会
と
性
学
の

　
　
動
向
」
に
没
後
の
状
況
が
詳
し
い
。

（
H
）
　
明
治
四
十
三
年
本
の
田
尻
稲
次
郎
氏
に
よ
る
序
は
明
治
四
十
三
年
八
月
。
奥
付
に
も
再
版

　
　
の
文
字
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
と
は
多
少
異
な
る
内
容
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
残
念
な
が

　
　
ら
未
見
。

（
1
2
）
　
大
原
幽
学
記
念
館
蔵
。
目
録
番
号
I
H
1
。
以
下
記
念
館
所
蔵
史
料
に
つ
い
て
は
『
大
原
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幽
学
関
係
歴
史
資
料
調
査
報
告
書
』
の
目
録
番
号
を
付
す
。

（
1
3
）
　
大
原
幽
学
記
念
館
蔵
。
目
録
番
号
n
4
。

（1
4
）
　
『
周
辺
』
九
頁
。

（
1
5
）
　
幽
学
の
記
事
は
下
巻
七
六
一
ー
七
八
一
頁
部
分
。

（
1
6
）
　
同
書
二
頁
。

（
1
7
）
　
「
夫
性
の
大
ひ
な
る
や
天
地
の
和
則
性
　
性
則
天
地
の
和
に
し
て
其
儘
な
る
者
也
　
其

　
　
土
々
々
に
よ
り
て
形
気
も
風
も
異
る
と
い
へ
と
も
北
極
星
の
見
る
国
も
南
極
星
を
見
る
国
も

　
　
天
地
の
和
を
す
る
所
以
の
者
亦
同
じ
」
に
相
当
す
る
。

（
1
8
）
　
開
催
期
間
は
昭
和
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
十
一
月
七
日
の
七
日
間
、
千
葉
県
図
書
館
を

　
　
会
場
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
同
書
一
〇
頁
の
は
し
が
き
よ
り
。

（
1
9
）
　
「
大
原
幽
学
先
生
の
事
に
付
祖
父
　
本
田
俊
泰
よ
り
伝
聞
し
た
る
事
共
」
三
　
九
頁
。
こ
の

　
　
祖
父
と
は
、
幽
学
の
門
人
の
中
で
学
頭
と
称
さ
れ
た
高
弟
の
］
人
、
長
沼
村
の
医
師
本
田
元

　
　
俊
の
こ
と
。
幽
学
自
殺
の
と
き
の
話
題
な
ど
興
味
深
い
。

（
2
0
）
　
一
二
件
と
は
、
例
え
ば
「
五
　
巻
物
　
書
簡
十
通
　
一
」
や
「
　
」
な
ど
出
品
目
録
の
番

　
　
号

を
件
数
と
し
た
も
の
で
、
点
数
と
は
異
な
る
。
巻
子
な
ど
に
多
数
貼
り
こ
め
ら
れ
て
い
る

　
　
よ
う
な
も
の
は
点
数
の
記
載
が
な
い
た
め
件
数
に
よ
っ
た
。
も
っ
と
も
多
い
点
数
の
出
品
物

　
　
は
「
七
八
　
巻
物
　
書
簡
一
、
二
、
三
、
四
、
五
、
六
、
七
箱
入
　
七
」
と
書
か
れ
た
も
の
。

　
　
こ
の
巻
子
仕
立
て
の
書
翰
集
は
林
家
に
現
存
す
る
が
、
一
巻
に
数
点
か
ら
三
〇
点
近
く
の
書

　
　
状
が
収
め

ら
れ
て
い
る
た
め
点
数
が
多
く
、
「
書
翰
集
」
に
も
「
林
金
之
助
氏
」
所
蔵
の
も
の

　
　
が
大
き
な
割
合
を
し
め
る
。
こ
の
林
家
と
は
「
性
学
三
ヶ
村
」
の
う
ち
の
ひ
と
つ
十
日
市
場

　
　
村
の

高
弟
名
主
林
伊
兵
衛
家
で
あ
る
。
林
金
之
助
氏
は
伊
兵
衛
の
孫
に
当
た
る
。

（
2
1
）
　
『
大
原
幽
学
研
究
』
四
頁
の
序
。

（2
2
）
　
『
周
辺
』
　
一
六
頁
。

（
2
3
）
　
同
　
一
六
　
一
七
頁
。

（
2
4
）
　
旧
八
石
性
理
学
会
所
蔵
。
現
在
は
大
原
幽
学
記
念
館
蔵
。
神
文
は
も
と
も
と
一
通
ず
つ
独

　
　
立
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
現
在
は
「
神
文
綴
帳
」
に
ほ
ぼ
年
代
毎
に
編
冊
さ
れ
て
全
三
七
冊

　
　
が
伝

わ
っ
て
い
る
。
『
大
原
幽
学
関
係
歴
史
資
料
調
査
報
告
書
』
の
目
録
番
号
m
C
全
て
（
神

　
　
文

六
一
八
通
）
と
、
W
C
全
て
（
神
文
一
三
〇
〇
通
と
神
文
調
実
記
一
一
冊
）
。

（
2
5
）
　
『
日
本
歴
史
』
第
盟
号
所
収
。
『
郷
土
文
化
』
（
名
古
屋
郷
土
文
化
会
発
行
）
に
も
関
連
論
考

　
　
多
数
。

（
2
6
）
　
こ
の
水
谷
氏
の
論
考
を
は
じ
め
、
大
道
寺
家
説
を
ふ
く
め
現
在
で
は
出
自
は
断
定
不
可
能

　
　
と
さ
れ
て
い
る
。
中
井
氏
『
大
原
幽
学
』
一
ー
一
七
頁
、
木
村
氏
『
周
辺
』
三
八
ー
五
三
頁

　
　
参
照
。

（
2
7
）
　
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
所
蔵
、
整
理
番
号
市
九
ー
一
　
六
七
。
同
館
に
は
他
に
も
「
八

　
　
石
伝
来
之
記
　
大
原
幽
学
履
歴
誌
　
道
の
か
こ
み
　
合
本
」
（
明
治
四
十
三
年
の
写
本
）
な
ど

　
　
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
八
石
史
料
に
同
種
の
も
の
が
あ
る
。

（
2
8
）
　
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
、
整
理
番
号
一
四
六
ー
一
九
六
。

（
2
9
）
　
三
宮
市
史
　
資
料
編
八
』
五
七
八
頁
。

（
3
0
）
　
松
澤
和
彦
「
高
松
家
と
大
原
幽
学
」
『
歴
史
論
』
八
号
。
尚
、
同
氏
は
多
年
に
わ
た
り
高
松

　
　
家
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
が
、
発
表
を
待
た
ず
に
急
逝
し
た
た
め
、
そ
の
成
果
は
研
究
発
表

　
　
と
遺
稿
を
も
と
に
、
木
村
礎
氏
に
よ
り
「
松
澤
和
彦
「
高
松
家
と
大
原
幽
学
」
お
よ
び
同
「
補

　
　
正
」
に
つ
い
て
」
（
『
ひ
か
た
の
歴
史
と
民
俗
』
四
号
所
収
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
3
1
）
　
東
京
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
。

（
3
2
）
　
大
原
幽
学
記
念
館
蔵
。
目
録
番
号
W
K
4
1
1
2
。

（
3
3
）
同
目
録
番
号
皿
M
2
3
。

（
3
4
）
　
「
大
原
幽
学
門
人
椎
名
旋
蔵
と
性
学
飯
倉
組
」
『
思
潮
』
二
〇
号
所
収
。

（
3
5
）
　
遠
藤
家
所
蔵
。
目
録
番
号
0
3
。

（
3
6
）
　
遠
藤
家
所
蔵
。
目
録
番
号
0
8
。

（
3
7
）
　
『
学
習
院
大
学
紀
要
』
第
八
号
所
収
。
一
八
七
　
二
五
〇
頁
。

（
3
8
）
　
も
と
は
小
野
沢
家
文
書
。
柏
木
家
は
幽
学
が
滞
在
し
て
い
た
小
野
沢
家
と
後
世
に
縁
戚
が

　
　
で
き
、
同
家
に
移
っ
た
も
の
。
尚
、
柏
木
家
文
書
は
国
立
史
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
よ
う

　
　
だ
が
（
史
料
館
所
蔵
史
料
目
録
第
四
十
五
集
『
信
濃
国
佐
久
郡
御
影
新
田
村
柏
木
家
文
書
目

　
　
録
』
〈
一
九
八
七
〉
∀
、
幽
学
関
係
の
も
の
は
柏
木
家
の
手
元
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
同

　
　
書
一
八
八
頁
。

（
3
9
）
　
高
木
由
起
夫
家
所
蔵
、
目
録
番
号
1
　
5
8
。
途
中
抜
け
落
ち
た
と
思
わ
れ
る
年
次
も
あ
る
。

　
　
こ
の
他
に
大
正
、
昭
和
期
の
五
冊
が
現
存
す
る
。

（
4
0
）
　
『
香
取
民
衆
史
』
7
（
香
取
歴
史
教
育
者
協
議
会
　
平
成
六
年
八
月
）
所
収
。

（
4
1
）
　
『
千
葉
県
史
研
究
』
第
2
号
（
千
葉
県
　
平
成
六
年
三
月
）
所
収
。

（
4
2
）
　
大
原
幽
学
記
念
館
蔵
。
目
録
番
号
皿
K
－
2
。

（
4
3
）
　
『
大
原
幽
学
ー
幕
末
の
農
村
指
導
者
』
（
千
葉
県
立
大
利
根
博
物
館
／
干
潟
町
教
育
委
員
会

　
　
　
平
成

八
年
三
月
）
所
収
。

（
4
4
）
　
内
山
朝
治
氏
校
訂
。
平
成
十
一
年
六
月
　
本
郷
書
房
。

（
4
5
）
　
「
全
書
」
前
編
八
七
…
一
四
六
頁
。

（
4
6
∀
　
「
全
書
」
前
編
一
四
七
ー
一
八
六
頁
。

（
4
7
）
　
「
全
書
」
田
尻
稲
次
郎
の
序
文
。

（
4
8
）
　
「
全
書
」
後
編
三
五
一
頁
。

（
4
9
）
　
『
大
原
幽
学
関
係
歴
史
資
料
調
査
報
告
書
』
（
干
潟
町
教
育
委
員
会
発
行
　
松
澤
和
彦
氏
校

　
　
訂
）
＝
－
一
二
頁
。

（
5
0
）
　
菅
谷
順
司
家
所
蔵
。
目
録
番
号
0
3
冊
3
8
。

（
5
1
）
　
「
全
書
」
後
編
二
六
頁
。
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（
5
2
）
　
吉
川
弘
文
館
　
人
物
叢
書
脳
（
昭
和
三
十
八
年
四
月
）
。

（
5
3
）
　
『
歴
史
学
研
究
』
七
一
七
号
所
収
。

（
5
4
）
　
田
中
彰
編
『
幕
末
維
新
の
社
会
と
思
想
』
（
吉
川
弘
文
館
）
所
収
。

（
5
5
）
　
中
井
信
彦
『
大
原
幽
学
』
二
六
四
ー
二
七
二
頁
。

（
5
6
）
　
中
井
信
彦
『
日
本
思
想
体
系
5
2
　
二
宮
尊
徳
　
大
原
幽
学
』
の
「
「
微
味
幽
玄
考
」
と
大
原

　
　
幽
学
の
思
想
」
四
四
七
頁
。

（
5
7
）
　
改
心
楼
乱
入
事
件
に
お
い
て
、
嘉
永
五
年
六
月
、
関
東
取
締
出
役
の
取
り
調
べ
に
あ
た
り

　
　
提

出
さ
れ
た
も
の
で
、
性
学
の
成
り
立
ち
内
容
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
に
言
及
し
た
研

　
　
究
も
数
多
い
。
「
全
集
」
二
五
ニ
ー
二
五
八
頁
。
重
要
書
類
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
下

　
　
書
、
控
え
、
写
本
は
多
数
現
存
す
る
。
旧
八
石
史
料
の
な
か
だ
け
で
も
、
自
筆
清
書
一
点
（
I

　
　

D
2
　
「
全
集
」
底
本
は
お
そ
ら
く
こ
れ
）
、
下
書
二
点
（
I
D
3
、
4
）
、
写
し
二
点
（
皿
D

　
　

6
、
7
）
が
あ
る
。

（
5
8
）
　
菅
谷
順
司
家
所
蔵
。
目
録
番
号
0
3
冊
7
。

（
5
9
）
　
I
C
1
。

（
6
0
）
　
『
二
宮
尊
徳
・
大
原
幽
学
集
』
（
下
程
勇
吉
・
久
木
幸
男
編
）
二
三
三
頁
。

（
6
1
）
　
大
原
幽
学
記
念
館
蔵
。
目
録
番
号
I
1
2
（
3
）
。

（
6
2
）
　
幽
学
の
書
が
遣
わ
さ
れ
た
記
録
に
「
遺
書
授
名
録
」
（
m
N
1
5
）
が
あ
り
「
会
席
議
定
」
は

　
　
そ
の
数
も
多
い
。
こ
の
分
析
に
つ
い
て
は
『
周
辺
』
一
〇
二
ー
一
〇
五
頁
に
詳
し
い
。

（
6
3
）
　
「
男
女
の
心
得
」
は
二
代
目
教
主
の
作
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
『
周
辺
』
一
〇
九
頁
、
木
村
礎

　
　
氏
の
指
摘
に
よ
る
。

（
6
4
）
　
全
書
の
「
廻
文
集
」
の
四
編
の
う
ち
、
「
亥
十
一
月
廿
七
日
」
付
は
目
録
番
号
I
1
4
（
1
）
、

　
　
「
寅
正
月
十
六
日
」
付
は
目
録
番
号
I
1
2
9
（
9
）
。
後
者
は
諸
徳
寺
の
菅
谷
家
に
廻
状
を
写
し

　
　
と
っ
た
も
の
が
二
通
存
在
す
る
。
ま
た
こ
の
廻
文
集
に
未
収
録
の
廻
文
（
菅
谷
家
　
0
2

　
　
刷
　
七
月
廿
九
日
）
は
幽
学
が
流
行
病
の
注
意
を
各
村
に
書
き
送
っ
た
も
の
だ
が
、
幽
学
に

　
　
よ
る
本
文
に
加
え
て
伝
達
先
の
各
村
名
、
順
序
が
記
載
さ
れ
て
お
り
廻
状
の
利
用
状
況
を
伝

　
　
え
る
史
料
で
あ
る
。

（
6
5
）
　
「
全
書
」
後
編
五
ー
八
頁
。

（
6
6
）
　
「
全
集
」
四
〇
七
頁
　
「
口
ま
め
草
」
の
天
保
七
年
の
記
述
に
「
八
月
は
つ
か
た
一
の
宮
に

　
　
居
け
れ
ば
、
旋
蔵
ぬ
し
と
本
蔵
ぬ
し
未
の
刻
迎
ひ
に
来
れ
り
。
即
刻
出
立
し
て
明
る
未
の
刻

　

飯
倉
村
旋
蔵
ぬ
し
に
至
れ
ば
、
宇
井
・
南
陽
・
本
田
・
千
本
末
・
菅
谷
・
檜
垣
の
六
人
待
居

　

給
ひ

て
、
明
る
早
々
よ
り
夜
更
に
至
る
ま
で
道
の
談
話
し
て
、
僕
は
上
方
へ
帰
る
と
て
別
を

　

告
て
立
出
で
け
り
」
と
あ
る
の
を
指
す
。

（
6
7
）
　
大
原
幽
学
記
念
館
蔵
。
目
録
番
号
I
D
1
。

（
6
8
）
　
後
述
の
吉
岡
家
所
蔵
本
で
は
「
賭
諸
勝
負
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
6
9
）
　
中
井
『
大
原
幽
学
』
九
二
i
九
四
頁
。

（
7
0
）
　
大
原
幽
学
記
念
館
蔵
。
目
録
番
号
I
1
2
（
3
）
。

（
7
1
）
同
I
1
2
8
（
2
）
。

（7
2
）
　
『
周
辺
』
所
収
。

（
7
3
）
　
同
　
一
六
九
ー
一
七
〇
頁
。

（
7
4
）
　
菅
谷
順
司
家
所
蔵
。
目
録
番
号
O
n
田
。

（
7
5
）
　
渡
辺
「
先
祖
株
組
合
と
性
学
金
融
」
『
周
辺
』
｛
六
九
頁
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
史
料
が
残
る
長

　
　
部
村
、
諸
徳
寺
村
、
幡
谷
村
の
他
に
は
荒
海
村
、
長
沼
村
、
十
日
市
場
村
、
桜
井
村
、
岡
飯

　
　
田
村
、
信
州
小
諸
を
指
す
。

（
7
6
）
　
全
集
　
四
〇
頁
。

（
7
7
）
　
大
原
幽
学
記
念
館
蔵
。
目
録
番
号
I
B
3
。

（

7
8
）
同
I
B
7
。

（

7
9
）
同
I
B
2
。

（
8
0
）
　
「
全
集
」
四
〇
頁
。

（
8
1
）
　
中
井
『
日
本
思
想
体
系
5
2
』
四
四
九
ー
四
五
一
頁
。

（
8
2
）
　
大
原
幽
学
記
念
館
蔵
。
目
録
番
号
I
B
1
～
2
0
の
二
〇
点
。

（
8
3
）
　
同
　
H
2
。

（
8
4
）
　
「
荒
辺
田
」
と
は
菅
谷
家
の
屋
号
。

（
8
5
）
　
大
原
幽
学
記
念
館
蔵
。
目
録
番
号
皿
A
5
。

（
8
6
）
　
菅
谷
家
　
O
1
1
8
。

（
8
7
）
　
八
石
旧
蔵
史
料
の
な
か
の
「
発
教
録
」
I
B
1
8
は
下
書
き
の
僅
か
な
断
簡
の
み
。

（
8
8
）
　
千
葉
県
内
務
部
編
『
大
原
幽
学
』
一
四
三
頁
。

（
8
9
）
　
「
千
葉
県
郷
土
資
料
総
合
目
録
」
（
千
葉
県
立
中
央
図
書
館
　
昭
和
四
十
八
年
三
月
発
行
）
の

　

　
2
3
8
9
［
大
原
幽
学
先
生
関
係
文
書
］
の
2
2
。

（
9
0
）
　
菅
谷
順
司
家
0
皿
4
6
。

（
9
1
）
遠
藤
三
男
家
1
a
2
6
、
1
a
2
7
。

（
9
2
）
　
こ
う
し
た
意
図
的
な
欠
落
は
「
全
集
」
「
全
書
」
に
見
ら
れ
る
傾
向
。
松
澤
氏
は
「
大
原
幽

　
　
学
日
記
の
検
討
」
の
中
で
も
、
日
記
の
欠
落
部
分
に
言
及
し
て
「
い
か
が
わ
し
い
内
容
だ
と
」

　
　
み
て
の
処
理
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

（
9
3
）
　
目
録
番
号
I
D
1
。

（
9
4
）
　
『
二
宮
尊
徳
・
大
原
幽
学
集
』
二
四
五
頁
。

　
　
　
　
（
大
原
幽
学
記
念
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（二
〇

〇
三
年
五
月
二
十
三
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
七
月
十
八
日
審
査
終
了
）
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大
原
幽
学
関
連
参
考
文
献
目
録

■
図
書
（
論
集
・
全
集
・
叢
書
・
単
行
書
）

　
凡
例

　
・
自
治
体
史
は
原
則
と
し
て
省
い
た

　
・
文
学
、
小
説
類
、
児
童
書
は
省
い
た

肱

編
　
著
　
者

タ
　
イ
　
ト
　
ル

発
　
行

年
　
号

西
　
暦

1

高
木
千
次
郎

大
再

版
）
明
治
四
三
年
一
〇
月
　
八
石
性
理
学
会

八
石
性
理
学
会

明
治
四
〇
年

一
九

〇

七

2

田
尻
稲
次
郎
編

幽
学
全
書
（
再
版
）
大
正
二
年
八
月
　
同
文
館

同
文
館

明
治
四
四
年
七
月

一
九
一
一

3

千
葉
県
内
務
部
編

大
原
幽
学
復
刻
版
　
昭
和
六
三
年
＝
月
／
一
九
八
八
　
大
原
幽
学
先
生
奉
賛
会

多
田
屋
書
店
　
讐
文
館

明
治
四
四
年
九
月

一
九
一
一

4

田
尻
稲
次
郎
編

大

原
幽
学
　
道
徳
百
話

愛
知
県
農
会

明
治
四
四
年
一
〇
月

一
九

二

5

高
木
千
次
郎
著
田
尻
稲
次
郎
閲

大

原
幽
学
翁
　
先
祖
株
及
費
組
合

八
石
性
理
学
会

大
正
元

年
＝
月

一
九
一
二

6

八
石
性
理
学
会
編

大

原
幽
学
書
簡
集

静
岡
民
友
新
聞
社

大
正

二
年
六
月

一
九

＝
二

7

八
石
性
理
学
会
編

口

ま
め
草

八
石
性
理
学
会

大
正

二
年
一
〇
月

一
九

＝
二

8

山
路
彌
吉

愛
山
史
論

大
元
社

大
正
二

年
＝
月

一
九
一
三

9

岩
橋
遵
成

大

日
本
倫
理
思
想
発
達
史
　
下

目
黒
書
店

大
正
四

年
二
月

一
九
一
五

10

田

尻
稲
次

　
八
石
性
理
学
会
編

新
富
国
論

克
禮
堂
書
店

大
正
四

年
六
月

一
九
一
五

11

田
尻
稲
次
郎
編

道
徳
経
済
調
和
之
大
恩
人
農
村
経
営
上
未
聞
之
偉
蹟
　
幽
学
全
書
　
完

大
正
書
院

大
正
六
年
四
月

一
九
一
七

12

上
村
勝
弥
編

大

日
本
思
想
全
集
1
4
　
二
宮
尊
徳
・
大
原
幽
学
集

先
進
社
　
同
刊
行
会

昭
和
六
年
八
月

一
九
＝
二

13

大
西
伍
一

日
本
老
農
伝
改
訂
増
補
　
農
山
漁
村
文
化
協
会
　
昭
和
六
〇
年
三
月

平
凡
社

昭
和
八
年
三
月

一
九
三
三

14

飯
田
傳
一

大
原刻
版
　
昭
和
ニ
ハ
年
／
一
九
四
一
　
刀
江
書
院

東
興
社
　
財
団
法
人
八
石
性
理
学
会

昭
和
九
年
五
月

一
九

三
四

15

長
戸
路
政
司

大

原
幽
学
の
本
領

関
東
学
園
出
版
部

昭
和
一
〇
年
一
二
月

一
九
三

五
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16

奥
山
市
松
編

千
葉
県
図
書
館
叢
書
1
1
輯
　
贈
正
五
位
大
原
幽
学
先
生

御
成
婚
記
念
　
千
葉
県
図
書
館

昭
和
一
二
年
＝
月

一
九
三
七

17

塚
本
平
和
編

大
原
幽
学
翁
八
十
周
年
祭
献
詠
集

八
石
性
理
学
会

昭

和
＝
二
年
八
月

一
九
三

八

18

高
倉
テ
ル

大
大
原
大

原
幽
学
」
タ
カ
ク
ラ
テ
ル
　
理
論
社
　
昭
和
二
八
年
＝
月

東
邦
書
院

昭

和
一
四
年
一
月

一
九
三
九

19

奥
山
市
松
編

史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
〈
第
1
6
輯
〉
大
原
幽
学
先
生
関
係
書
翰
集

千
葉
県

昭
和
一
四
年
三
月

一
九
三

九

20

高
木
千
太
郎

大
原
先
生
創
立
ノ
先
祖
株
組
合

（自
家
版
）

昭
和
一
四
年
一
二
月

一
九

三
九

21

菅
原
兵
治

東
洋
治
郷
の
研
究

刀

江
書
院

昭
和
一
五
年
＝
月

一
九
四

〇

22

後
藤
文
夫

大
原
幽
学
を
語
る
　
国
民
自
覚
叢
書
1
0

日
本
文
化
中
央
連
盟

昭
和
＝
ハ
年
五
月

一
九
四
一

23

中
和
国
民
学
校
編

大

原
幽
学
言
行
録

刀
江
書
院

昭
和
ニ
ハ
年

一
九
四
］

24

野
村
兼
太
郎

江
戸訂

　
近
世
日
本
の
経
世
家
　
泉
文
堂
　
昭
和
一
八

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

昭
和
一
七
年
四
月

一
九
四

二

25

千
葉
県
教
育
会
編

大
原
幽
学
全
集
複
製
版
　
昭
和
四
七
年
一
〇
月
　
千
葉
県
郷
土
資
料
刊
行
会

社

団
法
人
千
葉
県
教
育
会

昭
和
一
八
年
一
二
月

一
九
四

三

26

鴇
田
恵
吉

大
原
幽
学
選
集

読
書
新
報
社
出
版
部

昭
和
一
九
年
四
月

一
九
四
四

27

藤
森
成
吉

藤
森
成
吉
全
集
　
第
一
部
　
歴
史
の
河
　
第
9
巻

小
峰
書
店

昭

和
二
二
年
一
二
月

一
九
四

七

28

飯
田
伝
一

大
原
幽
学
先
生

洋
々
社

昭
和
二
九
年
六
月

一
九

五
四

29

越
川
春
樹

農
村
の
師
　
大
原
幽
学

明
徳
出
版
社

昭
和
三
〇
年
七
月

一
九

五
五

30

越
川
春
樹

大
原
幽
学

八
石
性
理
学
会

昭
和
三
〇
年

一
九

五
五

31

大
山
澄
太

大
原
幽
学
物
語

米
本
図
書
館

昭

和
三
一
年
五
月

一
九
五
六

32

大
原
幽
学
百
年
祭
奉
賛
会

大
原
幽
学

干
潟
町
役
場

昭
和
三
一
年

一
九

五
六

33

大
野
政
治

成
田
市
域
に
お
け
る
大
原
幽
学
の
研
究

大
野
政
治

昭
和
三
二
年
八
月

一
九

五
七

34

越
川
春
樹

大
再
行
　
大
原
幽
学
百
二
十
年
祭
記
念
　
大
原
幽
学
顕
彰
会

大
原

幽
学
百
年
祭
　
理
想
社

昭
和
三
二
年
＝
月

一
九
五
七

35

若
林
　
誠

信
州
に
お
け
る
大
原
幽
学
の
教
学
に
つ
い
て

（謄
写
版
）

昭
和
三
七
年

一
九

六

二

36

中
井
信
彦

大
原
幽
学
　
人
物
叢
書
脳
新
装
版
　
平
成
元
年
六
月
／
一
九
八
九
　
吉
川
弘
文
館

吉
川
弘
文
館

昭
和
三
八
年
四
月

一
九

六
三

37

下
程
勇
吉
・
久
木
幸
男

世
界
教
育
宝
典
　
日
本
教
育
編
　
二
宮
尊
徳
・
大
原
幽
学
集

玉

川
大
学
出
版
部

昭
和
四
一
年
二
月

一
九
六
六

38

奈
良
本
辰
也
編

日
本
の
私
塾

淡
光
社

昭
和
四
四
年
八
月

一
九

六
九

39

岩
井
弘
行

旧
足
川
代
官
岩
井
家
の
歴
史

岩
井
弘
行

昭
和
四
五
年
三
月

一
九

七
〇

40

正
月
定
夫

大

原
幽
学
ー
そ
の
人
間
像
と
教
育
思
想

以
文
社

昭
和
四
八
年
五
月

一
九
七

三

41

奈
良
本
辰
也
・
中
井
信
彦
校
注

日
本
思
想
史
体
系
5
2
　
二
宮
尊
徳
・
大
原
幽
学

岩
波
書
店

昭
和
四
八
年
五
月

一
九
七

三
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M

編
　
著
　
者

タ
　
イ
　
ト
　
ル

発
　
行

年
　
号

西
　
暦

42

安
丸
良
夫

日
本
の
近
代
化
と
民
衆
思
想
（
文
庫
版
）
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
鵬
　
平
成
＝
年
一
〇
月
　
平
凡
社

青
木
書
店

昭
和
四
九
年
九
月

一
九

七
四

43

正
月
定
夫

大
原
幽
学
の
教
育
的
思
想

以
文
社

昭
和
五
一
年
九
月

一
九
七

六

44

鈴
木
と
き
編

大

原
幽
学
　
遠
藤
亮
規
と
山
中
新
田
接
待
茶
屋

鈴
木
と
き

昭
和
五
一
年
七
月

一
九

七

六

45

松
澤
和
彦
校
訂

義
論
集

大
原

幽
学
百
二
十
年
祭
奉
賛
会

昭
和
五
三
年
＝
月

→
九
七
八

46

木
村
　
礎
編

大

原
幽
学
と
そ
の
周
辺

八
木
書
店

昭
和
五
六
年
一
〇
月

一
九
八
一

47
普
請
帳
研
究
会
／
株
式
会
社
真
木
建
設
編

千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財
　
旧
林
家
住
宅
保
存
修
理
工
事
報
告
書

干
潟
町
教
育
委
員
会

平
成
元
年
三
月

一
九

八
九

48

菱
沼
達
也

大

原
幽
学
と
百
姓
た
ち

嵜
書
房

平
成
二
年
］
月

→
九
九
〇

49

干
潟
町
教
育
委
員
会
編

大

原
幽
学
関
係
歴
史
資
料
調
査
報
告
書

干
潟
町
教
育
委
員
会

平
成
二
年
三
月

一
九

九
〇

50

松
澤
和
彦
校
訂

日
本
農
業
全
書
6
3
　
農
村
振
興
　
議
定
書
・
永
代
取
極
申
引
証
之
事
・
永
代
取
極
議
定
書
・
其
方
取
直
日
掛
縄
索
手
段
帳
・
報
徳
作
大
益
細
伝
記
・
仕
事
割
控
・
年
中
仕
事
割
並
日
記
控

農
山
漁
村
文
化
協
会

平
成
七
年
二
月

一
九
九
五

51

木
南
卓
一

大
原
幽
学
私
新
抄

宝
樹
社

平
成
八
年
三
月

一九
九
⊥
ハ

52

大
利
根
博
物

員
会
編

大
原
幽
学
－
幕
末
の
農
村
指
導
者

同
教
育
委
員
会

平
成
八
年
三
月

一
九
九
六

53

三

島
市
教
育
委
員
会
編

接
待
茶
屋
遺
跡

三
島
市
教
育
委
員
会

平
成

八
年
三
月

一
九

九
六

54

木
村
　
礎

大
原
幽
学
と
門
人
た
ち
　
木
村
礎
著
作
集
α

名
著
出
版

平
成
八
年
＝
月

一
九
九
六

55

内
山
朝
治
編

五
郎
兵
衛
日
記

本
郷
書
房

平

成
一
一
年
六
月

一
九
九
九

56

内
山
朝
治

大
原

幽
学
出
自
考
　
付
／
石
部
登
日
記

本
郷
書
房
（
自
家
版
）

平
成
二
二
年
三
月

二
〇
〇
一
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■
逐
次
刊
行
物
・
伝
記
・
小
説
・
紹
介
記
事

蝋

編
　
著
　
者

タ
　
イ
　
ト
　
ル

掲
　
載

発
　
行

年
　
号

西
　
暦

1

山
路
愛
山

大
原
幽
学
の
伝

国
民
雑
誌
2
巻
1
0
号

国
民
雑
誌
社

明
治
四
四
年
九
月

一
九
一
一

2

池
田

孝
太
郎

大
原
幽
学
の
こ
と

伝
記

　
第
3
巻
第
4
号

伝
記
学
会

昭
和
一
一
年
四
月

一
九

三
六

3

那
知
佐
典

大
原
幽
学
先
生
と
人
物
教
育

房
総
郷
土
研
究
　
第
3
巻
第
2
号
夏
季
号

房
総
郷
土
研
究
会

昭

和
一
一
年
八
月

一
九

三
六

4

鴇
田
恵
吉

大
原
幽
学
に
つ
い
て

千
葉
教
育
　
昭
和
一
一
年
八
月
号

千
葉
県
教
育
会

昭
和
＝
年
八
月

一
九
三
六

5

高
山
徳
治

大

原
幽
学
と
そ
の
教
育

教

育
問
題
研
究
3

昭

和
一
一
年
＝
月

一
九
三

六

6

鴇

田
東
皐

大

原
幽
学
伝
雑
考

伝

記
　
第
3
巻
1
2
号
　
第
4
巻
1
号

伝
記
学
会

昭
和
＝
年
一
二
月

一
九
三

六

7

奥
山
市
松

大
原
幽
学
先
生
の
書
簡
（
1
）
ー
（
5
）

千
葉
県
図
書
館
情
報
　
第
6
0
号
i
6
4
号

千
葉
県
図
書
館

昭

和
一
二
年
一
二
月

一
九
三
七

8

三
上
義
夫

大
原

幽
学
と
信
州

郷
土

信
濃
研
究
　
第
7
巻
第
3
号

昭
和
＝
二
年
三
月

一
九

三

八

9

高
木
卯
之
助

大
原

幽
学
事
蹟
雑
考

房
総
郷
土
研
究
　
第
5
巻
第
8
号
通
巻
3
7
号
「
新
訂
房
総
郷
土
研
究
」
と
し
て
復
刻
　
青
史
社
　
昭
和
五
七
年
＝
月
　
以
下
同
じ

房
総
郷
土
研
究
会

昭
和
＝
二
年
一
二
月

一
九

三

八

10

那
智
惇
齋

江
戸

日
記
に
就
い
て
大
原
幽
学
先
生
を
憶
ふ

房
総
郷
土
研
究
　
第
5
巻
第
8
号
通
巻
3
7
号房
総
郷
土
研
究
会

昭
和
一
三
年
一
二
月

一
九

三

八

11

立
花
角
五
郎

性
学
余
韻

房
総
郷
土
研
究
　
第
6
巻
第
3
号

房
総
郷
土
研
究
会

昭
和
一
四
年
四
月

一
九
三
九

12

菅
原
兵
治

何
故
に

大
原
幽
学
先
生
を
学
ぶ
か

房
総
郷
土
研
究
　
第
6
巻
第
3
号

房
総
郷
土
研
究
会

昭

和
一
四
年
四
月

一
九

三
九

13

鴇
田
恵
吉

大
原
幽
学
の
民
育
事
蹟

社

会
事
業
2
3
－
2

社
会
事
業
研
究
所

昭
和
一
四
年
五
月

一
九
三

九

14

高
倉
テ
ル

大

原
幽
学
　
産
業
組
合
創
立
百
年
記
念
の
た
め
に

中
央
公
論
　
昭
和
一
四
年
七
月
号

中
央
公
論
　
5
4
－
7

昭

和
一
四
年
七
月

一
九
三
九

15

孜
史
堂

隠
れ
た
る
尾
張
人
大
原
幽
学

無
閑
之
3
2

愛
知
県
教
育
会

昭
和
一
四
年
九
月

一
九
三
九

16

堀

田
璋
左
右

八
石
教
会
と
私

無
閑
之
3
3

愛
知
県
教
育
会

昭
和
一
四
年
一
〇
月

一
九
三
九

17

遠
藤
幸
一
郎

農
聖
大
原
幽
学
と
其
事
蹟

蚕
糸
界
報
粥
ー
部

大

日
本
蚕
糸
会

昭
和
一
五
年
四
月

一
九
四

〇

18

菅
原
兵
治

大

原
哲
学
の
原
典
と
中
庸

房
総
郷
土
研
究
第
7
巻
第
7
号
附
録

房
総
郷
土
研
究
会

昭
和
一
五
年
一
〇
月

一
九
四

〇

19

飯
田
傳
一

大

原
幽
学
傳
資
料

房
総
郷
土
研
究
第
7
巻
第
8
号

房
総
郷
土
研
究
会

昭
和
「
五
年
一
二
月

一
九

四
〇

20

菅
原
兵
治

大

原
幽
学
の
人
物

房
総
郷
土
研
究
　
第
8
巻
第
1
号
通
巻
5
5
号房
総
郷
土
研
究
会

昭
和
一
六
年
一
月

一
九
四
一

21

服
部
清
道

大

原
幽
学
傳
の
資
料

房
総
郷
土
研
究
　
第
8
巻
第
1
号
通
巻
5
5
号房
総
郷
土
研
究
会

昭
和
一
六
年
一
月

一
九
四
一

22

飯
田
伝
一

大

原
幽
学
の
倫
理
道
徳
観

東
洋
文
化
猫

東
洋
文
化
学
会

昭

和
一
七
年
四
月

→
九
四

二

23

飯
田
伝
一

大
原

幽
学
の
農
村
振
興
に
就
い
て

東
洋
文
化
劉

東
洋
文
化
学
会

昭
和
一
八
年
七
月

一
九
四
三

24

飯
田
傳
一

遠
藤
亮
規
先
生
を
語
る

滋
賀
教
育
第
訊
号

滋
賀
県
教
育
会

昭
和
一
八
年
九
月

一
九
四
三

25

竹
内
幾
太
郎

幽
学
先
生
逸
話
（
1
）
1
（
2
）

房
総
展
望
　
第
3
巻
第
1
1
－
1
2
号

房
総
展
望
社

昭
和
二
四
年
＝
月

一
九
四

九

33
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著
　
者

タ
　
イ
　
ト
　
ル

掲
　
載

発
　
行

年
　
号

西
　
暦

26

柴
田
武
雄

大
原
幽
学
ノ
ー
ト

房
総
展
望
　
第
4
巻
第
9
号

房
総
展
望
社

昭
和
二
五
年
九
月

一
九

五
〇

27

遠
藤
幸
↓
郎

土
の

聖
者

自
治
公
論
1
8
巻
5
－
6
号

全
国
自
治
協
会

昭
和
二
六
年
五
月

一
九
五
↓

28

畑
中
　
治

大

原
幽
学
の
教
育

師
友
4
8

全
国
師
友
会

昭
和
二
八
年

一
九

五
三

29

小
林
英
一

大
原

幽
学
論

思
想
棚

岩
波
書
店

昭
和
三
三
年
五
月

一
九

五
八

30

小
林
英
一

下
総
国
香
取
郡
に
お
け
る
平
田
篤
胤
と
大
原
幽
学

地

方
史
研
究
3
8
　
第
9
巻
2
号

地
方
史
研
究
協
議
会

昭
和
三
四
年
四
月

一
九

五
九

31

中
井
信
彦

大
原
幽
学

地

方
史
研
究
3
8
　
第
9
巻
2
号

地
方
史
研
究
協
議
会

昭
和
三
四
年
四
月

一
九

五
九

32

中
泉
哲
俊

大

原
幽
学
の
思
想

弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要
7

弘
前
大
学
教
育
学
部

昭
和
三
六
年
二
月

一
九
六
一

33

小笠原長
也
堀
江
俊
次
池
田
宏
樹
川
名
　
登

東
総
農
村
と
大
原
幽
学
　
千
葉
県
香
取
郡
干
潟
町
近
世
史
料
調
査
報
告
書

千
葉
大
学
文
理
学
部
文
化
科
学
紀
要
5
輯

千
葉
大
学
文
理
学
部

昭
和
三
八
年

一
九
六
三

34

大
槻
宏
樹

19

世
紀
前
半
社
会
教
育
運
動
の
性
格
と
そ
の
機
能

日
本
の
教
育
史
学
　
第
6
集

教
育
史
学
会

昭
和
三
八
年
・
復
刻
昭
和
五
二
年
一
〇
月

一
九

六
三

35

久
木
幸
男

社
会
教
育
家
と
し
て
の
大
原
幽
学

仏
教
大
学
研
究
紀
要
4
8
号

仏
教
大
学

昭
和
四
〇
年
九
月

一
九
六

五

36

相
原
寅
松

大
原
幽
学
に
つ
い
て

神
戸
女
子
短
期
大
学
論
孜
文
科
編
1
9

神
戸
女
子
短
期
大
学

昭
和
四
九
年
二
月

一
九
七
四

37

土
屋
重
隆

二
宮
尊
徳
と
大
原
幽
学

経
済
集
志
4
4
　
3
’
4
・
別

昭
和
四
九
年

一
九

七
四

38

大
槻
宏
樹

大
原
幽
学
の
換
子
教
育
と
村
改
革

学
術
研
究
2
4
号

早
稲
田
大
学
教
育
学
部

昭
和
五
〇
年

一
九

七

五

39

水
谷
盛
光

大

原
幽
学
出
自
考
説
（
抄
）
　
新
史
料
の
発
掘
に
つ
い
て

郷
土

文
化
　
第
2
9
巻
第
3
号
通
巻
田
号

名
古
屋
郷
土
文
化
会
発
行

昭
和
五
〇
年
三
月

一
九

七

五

40

川
名
登
／
旭
市
史
編
纂
委
員
会

大

原
幽
学
関
係
史
料

旭
市
史
　
第
3
巻

旭
市
役
所

昭
和
五
〇
年
三
月

一
九
七
五

41

水
谷
盛
光

大
原
幽
学
出
自
考

日
本
歴
史
第
蹴
号

吉
川
弘
文
館

昭
和
五
〇
年
三
月

一
九
七

五

42

宮
崎
　
蔚

教育者とし
て
の
大
原
幽
学
　
性
理
学
の
形
成
過
程
と
教
科
活
動
の
展
開

東
京
成
徳
短
期
大
学
紀
要
　
第
8
号

東
京
成
徳
短
期
大
学

昭
和
五
〇
年
四
月

一
九
七

五

43

水
谷
盛
光

大原
幽
学
出
自
考
説
（
補
遺
）
ー
幕
府
容
認
「
幽
学
は
、
高
松
彦
七
郎
弟
」
説
に
つ
い
て
ー

郷
土
文
化
　
第
3
0
巻
2
号
通
巻
取
号

名
古
屋
郷
土
文
化
会
発
行

昭
和
五
〇
年
一
二
月

一
九

七
五

44

水
谷
盛
光

大

郷
土

文
化
　
通
巻
田
号

名
古
屋
郷
土
文
化
会
発
行

昭
和
五
一
年

一
九
七
六

45

川
名
　
登

大

原
幽
学
門
人
の
社
会
的
性
格

日
本
歴
史
　
第
錨
号

吉
川
弘
文
館

昭
和
五
一
年

一
九
七
六

46

土
屋
正
次
郎

近
世
末
期
の
農
村
計
画
　
大
原
幽
学
の
村
造
り
か
ら

信
州
自
治
四
月
号

長
野
県
地
方
課
発
行

昭
和
五
一
年

一
九
七

六

47

土
屋
正
次
郎

大

原
幽
学
ー
農
村
指
導
者
の
原
像
を
求
め
て
ー

技
術

と
普
及
9
－
1
2
月
号

全
国
農
業
改
良
協
会
発
行

昭
和
五
一
年

一
九
七

六

48

石

川
　
謙

大
原

幽
学
の
児
童
観

「
わ

が
国
に
お
け
る
児
童
観
の
発
達
」

青
史
社

昭
和
五
一
年
一
二
月

一
九

七

六

49

水
谷
盛
光

大原幽
学
出
自
考
説
（
補
遺
皿
）
ー
『
大
原
幽
学
の
教
育
思
想
研
究
』
を
駁
す
ー

郷
土
文
化

　
第
3
1
巻
2
号
通
巻
m
号

名
古
屋
郷
土
文
化
会
発
行

昭
和
五
二
年
一
月

一
九

七
七

34
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50

戸
沢
行
夫

大
原

史
学
　
第
4
8
巻
第
2
号

慶

昭
和
五
二
年
六
月

一
九

七

七

51

藤

田
昭
造

明
治
初
期
村
落
と
性
学
門
人
層

駿台史学　
第
4
1
号
　
特
集
・
大
原
幽
学
と
そ
の
周
辺

駿
台
史
学
会

昭
和
五
二
年
一
一
月

一
九
七
七

52

正
月
定
夫

『大
原
幽
学
の
教
育
思
想
を
駁
す
』
に
答
う

郷
土
文
化
　
第
3
2
巻
－
号
通
巻
㎜
号

名
古
屋
郷
土
文
化
会
発
行

昭

和
五
二
年
一
〇
月

一
九
七
七

53

松
澤
和
彦

大
原
幽
学
日
記
（
全
集
本
）
の
検
討

駿台史学　
第
4
1
号
　
特
集
・
大
原
幽
学
と
そ
の
周
辺

駿
台
史
学
会

昭

和
五
二
年
＝
月

一
九

七
七

54

木
村
　
礎

性
学
仕
法
の
基
礎
的
考
察

駿台史学　
第
4
1
号
　
特
集
・
大
原
幽
学
と
そ
の
周
辺

駿
台
史
学
会

昭
和
五
二
年
＝
月

一
九
七
七

55

木
村
　
礎

大
原

幽
学
の
受
容
と
変
質

明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
紀
要
1
7

明
治
大
学

昭
和
五
三
年

一
九
七

八

56

木
村
　
礎

大
原
幽
学
と
農
民

江
戸

と
地
方
文
化
2
　
木
村
礎
編

文
一
総
合
出
版

昭
和
五
三
年

一
九

七

八

57

穴
見
　
博

下

総
長

2
）

農
業
総
合
研
究
3
2
巻
3
・
4
号
　
通
巻
団
号農
業
総
合
研
究
所

昭
和
五
三
年
七
月

一
九

七

八

58

原
　
博

大
原
幽
学
の
思
想

青
稲
　
第
2
0
号

青
稲
同
人

昭
和
五
三
年
一
〇
月

一
九
七

八

59

福
山
裕
貴
子

大

原
幽
学
研
究
の
課
題

海
上
町

史
研
究
1
1

海
上
町
史
編
纂
委
員
会

昭
和
五
四
年
七
月

一
九

七
九

60

三

矢
伸
子

下
総

海
上
町
史

研
究
1
4

海
上
町

史
編
纂
委
員
会

昭
和
五
五
年

一
九

八
〇

61

木
村
　
礎

大
原
幽
学
の
思
想
ー
体
系
と
核
心
ー

芳
賀
幸
四
郎
先
生
古
希
記
念
「
日
本
文
化
史
研
究
」
所
収

笠

間
書
院

昭
和
五
五
年
五
月

一
九

八
〇

62

木
村
　
礎

大

原
幽
学
の
思
想

津
田
秀
夫
編
「
近
世
国
家
の
展
開
」
所
収

塙
書
房

昭
和
五
五
年
一
〇
月

一
九

八
〇

63

遠
藤
良
太
郎

幽
学
叢
話
　
1
1
1
2

広
報
ひ
か
た
　
第
m
ー
珊
号

干
潟
町

昭
和
五
七
年
一
月

一
九

八
二

64

川
俣
英
一

大

原
幽
学
の
農
村
計
画

農
村
計
画
資
料
　
第
5
集

茨
城
県
田
園
都
市
協
会

昭
和
五
七
年
三
月

一
九

八
二

65

五
木
田
治
己

大
原

幽
学
没
後
の
性
学
と
わ
が
曾
祖
父

芝
山
町
史
研
究
2

昭
和
五
八
年

一
九

八
三

66

福
山
裕
貴
子

お

茶
の
水
史
学
2
8

昭
和
六
〇
年

一
九

八
五

67

木
村
　
礎

大
原
幽
学
門
人
椎
名
旋
蔵
と
性
学
飯
倉
組

史
潮
　
新
2
0
号

昭
和
六
一
年

一
九
八
六

68

松
澤
和
彦

高
松
家
と
大
原
幽
学

歴

史
論
8
号

明
治
大
学
近
世
史
研
究
会

昭
和
六
二
年
九
月

一
九

八
七

69

藤
田
昭
造

性
学
運
動
の
展
開
と
前
夜
組
織

歴
史
論
8
号

明
治
大
学
近
世
史
研
究
会

昭
和
六
二
年
九
月

一
九

八
七

70

門
前
博
之

長

部
村
に
つ
い
て
の
一
考
察

歴

史
論
8
号

明
治
大
学
近
世
史
研
究
会

昭
和
六
二
年
九
月

一
九

八
七

71

木
村
　
礎

文
書
紹
介
「
出
先
・
手
先
等
悪
事
風
聞
書
」

歴

史
論
8
号

明
治
大
学
近
世
史
研
究
会

昭

和
六
二
年
九
月

一
九
八
七

72

大
原
康
男

大

原
幽
学
の
出
自

「
続
尾
張
大

原
氏
の
一
系
譜
」
所
収

大
原
康
男

昭
和
六
二
年
二
月

一
九

八
七

73

横
山
十
四
男

大
原

幽
学
の
教
育
実
践

津
田
秀
夫
編
「
近
世
国
家
と
明
治
維
新
」
所
収

三
省
堂

平
成
元
年
八
月

一
九

八
九

74

山
口
惣
司

会
報
　
第
5
号

東
庄
郷
土
史
研
究
会

平
成
元
年
九
月

一
九

八
九
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肱

編
　
著
　
者

タ
　
イ
　
ト
　
ル

掲
　
載

発
　
行

年
　
号

西
　
暦

75

松
丸
明
宏

大
原
幽
学
の
教
育
実
践
ー
日
記
の
分
析
を
中
心
と
し
て
ー

千
葉
史
学
　
第
1
4
号

千
葉
歴
史
学
会

平
成
元
年
五
月

一
九

八
九

76

菅
野
則
子

大
原
幽
学
に
見
る
「
家
」
と
女
性
・
子
供

近
世ち
」
所
収

吉
川
弘
文
館

平
成

二
年

一
九
九
〇

77

平
澤
幸
彦

微
味
幽
玄
考
　
そ
の
ー
…
そ
の
1
0

広
報
ひ
か
た
　
第
祝
ー
拠
号

干
潟
町

平
成
三
年
六
月

一
九
九
一

78

高
部
淑
子

近
世
後
期
～
明
治
初
年
の
小
見
川
周
辺
と
性
学
　
高
木
平
兵
衛
日
記
を
中
心
と
し
て
ー

千

葉
県
史
研
究
　
第
2
号

千
葉
県

平
成
六
年
三
月

一
九

九
四

79

藤
田
昭
造

大
原

幽
学
の
教
化
活
動
と
性
学
組
織

駿
台
史
学
　
第
9
0
号

駿
台
史
学
会

平
成
六
年

一
九

九
四

80

増
田
家
淳

幕
末
・
明
治
の
庶
民
の
生
活
の
記
録
－
小
見
川
町
の
一
農
家
に
伝
え
ら
れ
た
三
代
六
十
余
年
間
の
日
記
か
ら

香
取
民
衆
史
　
7

香
取
歴
史
教
育
者
協
議
会

平
成
六
年
八
月

一
九
九
四

81

和
泉
清
司

大

原
幽
学
に
お
け
る
経
済
思
想
と
近
世
社
会

千
葉
歴
史
学
会
編
　
「
近
世
房
総
の
社
会
と
文
化
」
所
収

高
化
書
店

平
成
六
年
七
月

］
九
九

四

82

斎
藤
洋
一

大

学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
　
第
8
号

学
習
院
大
学
史
料
館

平
成
七
年
三
月

一
九
九

五

83

小
倉
　
章

大

原
幽
学
に
関
す
る
覚
書

房
総
春
秋
　
恥
2
0
記
念
号

房
総
地
域
文
化
経
済
調
査
会

平
成
八
年
三
月

一
九
九

六

84

宮
本
惇
夫

大
原

幽
学
の
性
学

月
刊
　
黙
　
二
月
号

株
式
会
社
エ
モ
ー
チ
オ
2
1

平
成
九
年
二
月

一
九

九
七

85

市
岡
義
章

大

「過
渡
期
の
世
界
　
近
代
社
会
成
立
の
諸
相
」

日
本
経
済
評
論
社

平
成
九
年
一
月

一
九
九

七

86

米
谷
　
博

性
学
墓
に
つ
い
て
　
千
葉
県
香
取
郡
山
田
町
の
事
例
か
ら

民
具
マ
ン
ス
リ
ー
3
0
巻
1
1
・
1
2
号

神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所

平
成
一
〇
年
二
月

一
九
九

八

87

米
谷
　
博

明
治
期
千
葉
県
に
お
け
る
墓
地
の
開
設
ー
香
取
郡
の
性
学
墓
を
め
ぐ
っ
て

町

と
村
調
査
研
究
　
創
刊
号

千
葉
県
立
房
総
の
む
ら

平
成
一
〇
年
三
月

一
九
九

八

88

長
尾
　
剛

い

ま
甦
る
幕
末
の
教
育
者
「
大
原
幽
学
」

新
潮
4
5
　
第
1
7
巻
第
4
号
通
巻
迎
号

新
潮
社

平
成
一
〇
年
四
月

一
九
九

八

89

高
橋
　
敏

大

原
幽
学
と
江
戸
訴
訟

歴

史
学
研
究
　
M
m

青
木
書
店

平
成
一
〇
年
一
一
月

一
九
九
八

90

見
城
悌
治

近
代

日
本
社
会
に
お
け
る
大
原
幽
学
の
「
発
見
」

歴
史
科
学
と
教
育
　
第
1
8
号

「
歴
史
科
学
と
教
育
」
研
究
会

平
成
一
一
年
一
〇
月

一
九
九
九

91

高
橋
　
敏

大

原
幽
学
と
改
心
楼
乱
入
事
件

「幕
末
維
新
の
社
会
と
思
想
」
田
中
彰
編

吉
川
弘
文
館

平

成
＝
年
＝
月

一
九
九

九

92

宇
井
　
弘

大原
幽
学
危
難
の
発
端
牛
渡
村
一
件
（
幽
学
自
殺
へ
と
帰
結
し
た
改
心
楼
乱
入
事
件
発
生
の
誤
認
に
つ
い
て
）

山
田
の
郷
土
史
　
第
6
号

山
田
町
郷
土
史
研
究
会

平
成
＝
年
一
二
月

一
九

九

九

93

見
城
悌
治

歴

千
葉
史
学
　
第
3
4
号

千
葉
歴
史
学
会

平
成
一
二
年
五
月

二
〇

〇

〇

94

内
山
朝
治

幽
学
出
自
考
抄

東
庄
の
郷
土
史
　
第
1
6
号

東
庄
郷
土
史
研
究
会

平
成
一
二
年
六
月

二
〇

〇

〇

95

菅
谷
栄
夫

教
師
憲
章
を
読
む
ー
大
原
幽
学
の
師
徳

弘
道
　
第
一
〇
〇
八
号

日
本
弘
道
会

平
成
一
二
年
一
〇
月

二

〇
〇
〇

96

見
城
悌
治

創
ら
れ
る
歴
史
意
識
ー
「
偉
人
」
と
い
う
陥
穽

ア
エ
ラ
ム
ッ
ク
　
日
本
史
が
わ
か
る

朝
日
新
聞
社

平
成
一
二
年
一
二
月

二
〇

〇

〇

97

内
山
朝
治

万
松
寺
の
幽
学
墓
碑
に
つ
い
て

山
田
の
郷
土
史
　
第
8
号

山
田
町
郷
土
史
研
究
会

平

成
一
三
年
一
二
月

二
〇
〇
一
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98

菅
谷
栄
夫

郷
土
の
先
覚
者
ー
大
原
幽
学

郷
学
　
第
3
5
号

財

平
成

二
二
年
四
月

二
〇
〇
一

99

高
橋
　
敏

近
世
後
期
村
落
社
会
組
織
と
家
族
・
子
供
・
若
者
ー
大
原
幽
学
の
改
革
と
生
活
習
俗

「
岩
波
講
座
近
代
日
本
の
文
化
史
2
　
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
の
「
近
世
」
」
所
収

岩
波
書
店

平

成
二
二
年
一
二
月

二
〇
〇
一

㎜

高
橋
敏

大
原
幽
学
先
生
の
江
戸

歴

博
　
第
m
号

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

平

成
一
四
年
一
月

二
〇
〇

二

皿

木
村
　
礎

い
わ

ゆ
る
「
改
心
楼
事
件
」
の
勃
発
年
に
つ
い
て

ひ

か

た
の
歴
史
と
民
俗
4
号

大
原研
究
会

平
成
］
四
年
三
月

二
〇

〇

二

皿

木
村
　
礎

松
澤い
て

ひ

か

た
の
歴
史
と
民
俗
4
号

大原幽学
記
念
館
・
干
潟
町
歴
史
民
俗
研
究
会

平
成
一
四
年
三
月

二
〇

〇

二

皿

童
門
冬
二

諸
国
賢
人
列
伝
　
大
原
幽
学

ガ

バ

ナ
ン
ス
4
月
号

ぎ
ょ
う
せ
い

平
成
一
四
年
四
月

二
〇

〇

二

脳

長
尾
　
剛

近
代
学
校
教
育
を
越
え
た
江
戸
の
教
育
者

「
知
の
サ
ム
ラ
イ
た
ち
　
い
ま
こ
そ
日
本
を
さ
さ
え
る
1
0
人
の
思
想
」

光
文
社

平
成
一
四
年
五
月

二
〇

〇

二

既

鈴
木
映
里
子

大
原
幽
学
遺
跡
の
保
存
と
活
用

千
葉
史
学
　
第
4
1
号

千
葉
歴
史
学
会

平
成
］
四
年

二
〇

〇

二

伽

見
城
悌
治

一
九
三
〇

学

と
二
宮
尊
徳
を
事
例
と
し
て
ー

人

民
の

歴
史
学
第
鵬
号

東
京
歴
史
科
学
研
究
会

平
成
一
四
年
九
月

二
〇

〇

二

冊

川
崎
史
彦

地
曳
網
主
に
よ
る
水
主
の
飲
酒
規
制

日
本
歴
史
一
〇
月
号
　
吉
川
弘
文
館

日
本
歴
史
学
会
・
吉
川
弘
文
館

平
成
一
四
年
一
〇
月

二
〇
〇

二

［大原幽学の基礎的考察］・・…・鈴木映里子
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Research　o110HARA　Yllgaku　Viewed　fピom　the“Bμgyos乃o・みoη”ごaHistorical

Study　Based　on〆『施冨αんμZeηsみo”and‘『玩冨αゐμZθηs72μ”

SUZUKI　Eriko

This　paper　is　an　examination　of　historical　documents　based　predominantly　on　primary　sources．　Most　research

on　the　subject　of　OHARA　YUgaku，　an　agrarian　leader　who　was　active　in　the　Tbso　region　of　Chiba　Prefecture，

has　been　based　on倍攻ムZεκs吻”and“｝ん即敵Z勿∫吻，”collections　of　his　works．　Howeveちas　has　been

pointed　out，　this　has　been　a　factor　in　misconceptions　and　misinterpretations　concerning　the　true　facts　surround－

ing　the　time　of　YUgaku’s　capture　by　Edo　authorities．

　　　The　purpose　of　this　paper　is　to　shed　even　a　little　light　on　the　problems　faced　since　the　publication　of

YUgaku’s‘Zε〃sカo”and‘Zθ〃s伽”as　source　books　by　checking　the　works　recorded　in　these‘‘sacred　books”that

today　some　50　years　after　their　publication，　have　a　huge　ef飴ct　on　research　on　YUgaku．

　　　The　manuscripts　referred　to　as　the『B％紗osみo吻oκ，”that　have　over　the　years　been　taken　up　fbr　discussion

only　rarely，　have　been　rediscovered．　The　Ushiwata　Village　Incident，　when　agents　of　the　Kanto　authorities

五）rced　their　way　into　Kaishinro，　YUgaku’s　education　centeちoccurred　in　Apri11852，　and　after　undergoing　inves－

tigations　by　the　Kanto　authorities　in　Choshi　Honjo　village　YUgaku　and　his　disciples　were　sent　to　the　magis－

trate’s　of丘ce，　a　higher　authority　Then　in　October　that　same　year　YUgaku　was　summoned　to　the　Edo　capital．

Evidential　documents　were　submitted　at　the　time　of　this　summons．　It　is　believed　that　YUgaku　took　these　docu－

ments　with　him　back　to　the　village　he　returned　to　when　the　magistrate’s　decision　was　handed　do㎜in　1857．

And　it　is　a　number　of　these　documents　that　have　been　specially　put　together　and　handed　down　to　the　present

day　The　personal　writings　of　YUgaku，　which　would　have　been　recognized　by　YUgaku’s　disciples　as　most　impor－

tant　documents，　are　collected　in　what　is㎞o㎜as　the　Bugyosho－hon．　In　other　words，　they　are　fundamental　ma．

terials　that丘）rm　the　core　of　YUgaku’s　beliefS．

　　　Thus，　the　objective　of　this　paper　is　to　fOrm　a　new　understanding　of　the　course　of　events　surrounding

YUgaku’s　capture　by　authorities　from　a　present・day　perspective　through　a　re－examina60n　of　the　nine　volumes

of　the　Bugyosho－hon，　which　are　also　recorded　in　YUgaku　Zensho　and　YUgaku　Zenshu，　and　extant　papers

and　documents．
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